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市 当 初 予 算 公 表
平成20年度当初予算

総　額

249億円を計上

実質総額は前年度比7.8％減
　平成20年度岩出市の当初予算総額は、
前年度と比較して7.8％の減となりました。
　本市の新年度当初予算について減と
なったのは、地方交付税の不足を補うた
めに発行する臨時財政対策債の一括償還
が平成19年度で終了し、平成20年度で
の公債費が減額したことや医療制度改正
により老人保健から長寿医療（後期高齢
者医療）への変更で医療費給付を広域連
合で行うようになったことによるもので
す。下記の表のとおり一般会計及び特別
会計、公営企業会計をあわせて総額249
億1,655万7千円を計上しました。平成
20年度の予算規模は減額しております
が、平成20年12月に公共下水道の供用
開始や、新クリーンセンターも本格稼動、
すべての小学校の耐震化の完了といった
実を結ぶ年となります。　

一般会計
　歳入総額は、146億2,580万円を計
上しました。市税などの自主財源は
49.2％、地方交付税などの依存財源は
50.8％となっております。
　市税は法人税、固定資産税の伸びによ
り増収を見込み2.8％増額。また前年に
引き続き新クリーンセンター建設事業、
扶助費の増加により国庫支出金が3.7％
増額となっております。財産収入はリサ
イクルごみ売却収入の増により127.0％
増、繰入金は臨時財政対策債の償還が
終了したため基金からの繰入減により
29.5％減となっております。
　歳出については総務費で前年度計上し
た総合行政システム構築が終了したこと
により減額、民生費では児童・障害・母子・
生活保護などの扶助費の増、農林業費で
は田園自然環境保全整備事業の押川農道
が19年度完了したため減額しています。
商工費においてはさくらの里の水道工事
により増額。土木費については、下水道
事業繰出金、地域整備事業費の増により
増額、消防費は那賀消防組合負担金の増
により増額、公債費は臨時財政対策債の
一括償還分の減により減額しておりま
す。諸支出金については、開発協力金の
見直しにより基金積立金が減額しており
ます。

特別会計等
　本市は、今年度より新たに設置した後
期高齢者医療特別会計を含め６つの特別
会計及び企業会計を設置しております。
一般会計同様扶助的経費が増大してお
り、国民健康保険特別会計、介護保険特
別会計での増額予算となっております。

款別歳入予算額
（単位：千円、％）

款 本年度予算額 前年度予算額
比　　較

金　額 比　率
1 市 税 5,223,372 5,080,934 142,438 2.8
2 地 方 譲 与 税 138,000 135,000 3,000 2.2
3 利 子 割 交 付 金 73,000 40,000 33,000 82.5
4 配 当 割 交 付 金 56,000 20,000 36,000 180.0
5 株式等譲渡所得割交付金 39,000 28,000 11,000 39.3
6 地方消費税交付金 303,000 300,000 3,000 1.0
7 ゴルフ場利用税交付金 9,000 10,000 -1,000 -10.0
8 自動車取得税交付金 54,000 63,000 -9,000 -14.3
9 地 方 特 例 交 付 金 58,000 48,000 10,000 20.8
10 地 方 交 付 税 2,240,000 2,251,000 -11,000 -0.5
11 交通安全対策特別交付金 6,000 7,000 -1,000 -14.3
12 分担金及び負担金 711,778 667,114 44,664 6.7
13 使用料及び手数料 103,216 111,940 -8,724 -7.8
14 国 庫 支 出 金 1,810,021 1,745,143 64,878 3.7
15 県 支 出 金 822,590 799,716 22,874 2,9
16 財 産 収 入 16,495 7,267 9,228 127.0
17 寄 附 金 1,000 30,000 -29,000 -96.7
18 繰 入 金 1,011,355 1,433,723 -422,368 -29.5
19 繰 越 金 1 1 0 0.0
20 諸 収 入 129,072 89,212 39,860 44.7
21 市 債 1,820,900 1,936,100 -115,200 -6.0
歳 入 合 計 14,625,800 14,803,150 -177,350 -1.2

　　　　　　平成 20年度 会計別当初予算額　　　（単位：千円、％）

当初予算の内訳 平成 20年度 平成 19年度 増減率

一般会計 14,625,800 14,803,150 -1.2

特別会計 7,848,981 9,242,285 -15.1

　地域改善対策住宅整備資金等貸付事業特別会計 1,850 1,031 79.4

　墓園事業特別会計 89,130 83,519 6.7

　国民健康保険特別会計 4,621,134 4,255,775 8.6

　老人保健特別会計 472,982 2,792,988 -83.1

　介護保険特別会計 2,160,275 2,108,972 2.4

　後期高齢者医療特別会計 503,610 － 皆増

企業会計 2,441,776 2,968,069 -17.7

　下水道事業会計 1,135,624 1,342,640 -15.4

水道事業会計
収益的支出 967,732 929,936 4.1

資本的支出 338,420 695,493 -51.3

予算総額 24,916,557 27,013,504 -7.8

会 計
 億円

歳入
14,625,800千円

市税
35.7%

地方特例交付金等
1.5%

繰入金
6.9%

国庫支出金
12.4%

県支出金
5.6%

市債
12.5%

地方消費税交付金
2.1%

地方譲与税
0.9%

利子割交付金
0.5%

地方交付税
15.3%

分担金及び負担金
4.9%

使用料及び手数料
0.7%

諸収入・寄附金等
1.0%

自主財源
49.2％

依存財源
50.8%歳 

入
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平成 20 年度  岩 出
～財政用語説明～

【会計区分などについて】
●一般会計
　福祉、教育、衛生、道路整備など市の基本
的な事業に関する会計
●特別会計
　特定の事業を特定の財源でまかなうための
会計。岩出市は、国民健康保険や介護保険な
ど６つの特別会計を設置。
●企業会計
　企業的性格（独立採算制による経営など）
を持ち、企業会計的手法を用いて行う会計。
岩出市の場合、水道事業会計と下水道事業特
別会計を設置。
●自主財源
　岩出市が自主的に収入することができるお金
●依存財源
　国や県から交付または割り当てられるお金
【歳入（収入）】
●市税
　市の行政運営経費をまかなうため、市民の
皆さんから納めてもらう税金。
●地方交付税
　所得税・消費税・酒税などの国税のうち一
定割合を市町村に交付されるお金。
●国庫（県）支出金
　道路整備等事業費や老人医療・生活保護の
扶助費等に対し国（県）が一定の率を負担し
たり補助するお金
●分担金及び負担金
　岩出市が行う事業によって、特に利益受け
た方から負担していただくお金。
●繰入金
　積立金の取り崩しによって繰り入れたお金。
●使用料及び手数料
　市営住宅賃貸料など公共施設の使用料や戸
籍証明など特定の方のために行う事務にかか
る手数料。
●市債
　公共事業などで多額な資金が必要なときに
受ける融資。
【歳出（支出）】
●議会費
　市議会の活動に要する経費
●総務費
　全般的な管理事務・徴税・戸籍事務・選挙・
統計などに要する経費
●民生費
　児童手当・福祉事務所費・保育所運営など
福祉向上に要する経費
●衛生費
　各種検診・母子保健事業・ごみ収集処理・
新クリーンセンター建設などに要する経費
●農林業費
　農業振興・水路改修などに要する経費
●商工費
　産業振興・観光対策などに要する経費
●土木費
　道路・河川・公園など公共施設の建設整備
に要する経費
●消防費
　防災訓練など予防啓発・初期消防活動など
に要する経費
●教育費
　学校教育・生涯学習などに要する経費
●災害復旧費
　洪水・暴風・地震などの災害によって被害
を受けた施設復旧に要する経費
●公債費
　市債の返済に要する経費

（目的別）歳出予算額
（単位：千円、％）

款 本年度予算額 前年度予算額
比　　較

金　額 比　率
1 議 会 費 138,421 137,301 1,120 0.8
2 総 務 費 1,280,956 1,352,046 -71,090 -5.3
3 民 生 費 4,172,695 4,136,804 35,891 0.9
4 衛 生 費 3,939,173 3,788,995 150,178 4.0
5 農 林 業 費 325,113 435,344 -110,231 -25.3
6 商 工 費 76,232 53,315 22,917 43.0
7 土 木 費 1,360,394 1,254,201 106,193 8.5
8 消 防 費 618,428 557,756 60,672 10.9
9 教 育 費 1,459,268 1,377,720 81,548 5,9
10 災 害 復 旧 費 4 4 0 0.0
11 公 債 費 1,200,532 1,627,274 -426,742 -26.2
12 諸 支 出 費 4,584 32,390 -27,806 -85.8
13 予 備 費 50,000 50,000 0 0.0
歳 出 合 計 14,625,800 14,803,150 -177,350 -1.2

一 般
146 

目的別歳出
14,625,800千円

総務費
8.8%

民生費
28.5%

衛生費
26.9%

農林業費
2.2%

議会費
1.0%

土木費
9.3%

消防費
4.2%

教育費
10.0%

公債費
8.2%

その他
0.4%

商工費
0.5%

歳 

出

市民ひとりあたりの額（平成20年3月末人口：51,991人）

納
め
る
市
税
の
額

使
わ
れ
る
金
額

固定資産税

38,929円

民生費

80,258円

公債費

23,091円

教育費

28,068円

土木費

26,166円

市民税

47,311円

都市計画税

5,740円

軽自動車税

2,027円

入湯税

7円

その他

47,965円

合　計
281,314円

合　計
100,467円

衛生費

75,766円

市たばこ税

6,453円
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施策と予算額　     （新）は平成20年度新規事業です。
【障害者（児）福祉の充実】
　●障害者自立支援事業・・・・・・312,835 千円（福祉課）

障害者（児）が利用する施設サービス、居宅サービスに要する経費

　●庁舎トイレ改造工事・・・・・・・ 1,226千円（総務課）
バリアフリー新法の改正により、オストメイトの方への配慮が求め

られていることから、市役所庁舎のトイレ改造に要する経費

【児童福祉・ひとり親家庭福祉の充実】
　●児童館運営費・・・・・・・・・・ 8,370千円（福祉課）

岡田･大池児童館の維持管理及び２児童館の耐震二次診断に要する経費

　●放課後児童健全育成事業・・ 44,487 千円（教育総務課）
各小学校区で学童保育を推進していくための事業委託等に要する経費

【保険・年金の充実】
　●国民健康保険特別会計繰出金・・・・・・ 406,895 千円

（保険年金課）

【学校教育の充実】
　●小学校大規模改造事業・・６８，３５５千円（教育総務課）

上岩出小学校西校舎の大規模改造工事に要する経費

（新）●小学校英語講師派遣事業 ・・ 6,720 千円（教育総務課）
外国人講師による授業に要する経費

　●小学校パソコン教室整備事業 ・・ 20,400 千円（教育総務課）
情報教育の活性化を図るため、機器の入れ替えに要する経費。本年

度は山崎北小学校、中央小学校の２校

　●中学校地震補強工事設計業務事業 ・・ 5,670 千円（教育総務課）
岩出中学校北校舎の地震補強工事の設計業務委託に要する経費

【青少年の健全育成】
　●青少年補導センター協議会負担金・青少年育成市民会議
　　助成金事業 ・・・・・・・・ 11,980 千円（生涯学習課）

青少年補導センター協議会負担金・青少年育成市民会議助成金事業

に要する経費

【生涯学習の推進】
　●放課後子ども教室推進事業・・ 3,744千円（生涯学習課）

放課後子ども教室推進事業に要する経費

【都市基盤の整備】
　●地籍調査事業・・・・・・・118,005 千円（地籍調査課）

国土開発及び高度利用のための基礎資料とするため地籍の明確化を

図るとともに、地籍図、地籍簿を作成するのに要する経費

【道路整備の推進】
　●地方道路整備臨時交付金事業・・349,800 千円（土木課）

市道下中島松原線新設事業、湯窪中島線新設事業に要する経費

【公共交通の整備】
　●大阪方面路線バス補助事業・・・ 19,500 千円（総務課）
大阪方面バス運行補助に要する経費

　●岩出市巡回バス補助事業・・・・ 21,500 千円（総務課）
岩出市巡回バスの運行補助に要する経費

【上下水道の整備】
●下水道事業特別会計繰出金・・・194,304 千円（下水道課）

【総合的な保健福祉の推進】
　●生活保護事業・・・・・・・・・521,721 千円（福祉課）

困窮の程度に応じ、必要な保護を行い、最低限度の生活を保障する

とともに保護世帯の自立を助長するのに要する経費

【健康対策の推進】
　●予防接種事業・・・・・・・ 70,272 千円（保健推進課）

乳幼児から高齢者までの予防接種に要する経費

　●基本健診事業・・・・・・・ 14,700 千円（保健推進課）
診察、血圧測定、血液検査等の健診に要する経費

【高齢者福祉の充実】
　●老人保健特別会計繰出・・・ 67,604 千円（保険年金課）
（新）●長寿医療（後期高齢者医療）事業 ・・・ 290,522 千円

( 保険年金課）
平成20年４月１日から開始する後期高齢者医療制度に伴う後期高

齢者医療広域連合負担金等に要する経費

　●介護保険特別会計繰出金・・296,538 千円（保険年金課）

① 住んでよかったと思えるまちづくり
　　(都市基盤の整備・充実 )

平成20年12月に供用開始する下水道事業（下水管布設工事）

② 健康で明るい社会づくり
　　(福祉・保健・医療の充実 )

③ 21世紀を担う人づくり
　　(教育と文化の振興 )

西校舎大規模改造工事を行う上岩出小学校
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平成20年度当初予算における主な新規･重点　
【交通安全・防犯の推進】
　●道路環境整備事業事業・・・・・ 20,000 千円（土木課）

市道水栖西国分１号線他歩道設置事業に要する経費

【農林業の振興】
　●田園自然環境保全整備事業・・・・・・・・ 76,070 千円

（農林経済課）
境谷農道の整備等に要する経費

（新）●水栖大池農業用水路事業 ・・ 12,958 千円（農林経済課）
農業用水路の改修に要する経費

【観光の振興】
　●いわで夏まつり補助金（警備含む） ・・ 7,000 千円（農林経済課）

いわで夏まつりに対する補助金

【住民参加の推進】
（新）●岩出市イメージキャラクター啓発事業 ・・ 3,859 千円（市長公室）

岩出市のイメージキャラクターを懸垂幕・着ぐるみ・モニュメント

等でPRするための経費

【効率的な行財政運営の推進】
　●和歌山地方税回収機構負担金事業 ・・ 6,125 千円（税務課）

滞納者に対し、法律を駆使した法的措置を講じ収納を行う回収機構

に要する経費負担

（新）●紀泉台地区公民館外壁補修事業 ・・ 9,163 千円（生涯学習課）
紀泉台地区公民館外壁補修工事に要する経費

（新）●曽屋教育集会所耐震診断調査事業 ・・ 1,800 千円（生涯学習課）
曽屋教育集会所耐震二次診断等調査に要する経費

（新）●子ども読書活動推進事業 ・・ 9,112 千円（生涯学習課）
子どもの読書活動推進に要する経費

（新）●図書館利用促進事業 ・・・・・ 277千円（生涯学習課）
図書館の利用促進に要する経費

【廃棄物処理の充実】
　●浄化槽設置整備事業・・・・ 70,100 千円（生活環境課）

水質汚濁防止のため浄化槽の設置に対する補助に要する経費

　●ごみ処理施設整備事業・・2,009,583 千円（生活環境課）
ごみ処理施設本体工事に要する経費

【消防・防災の充実】
（新）●市役所庁舎耐震診断委託 ・・・・ 6,279千円（総務課）

災害時の避難施設及び災害対策本部となる市役所庁舎の耐震対策

として耐震二次診断を実施する経費

　

●きのくに木造住宅耐震化促進事業・・・・・・ 5,790千円
（都市計画課）

木造住宅の地震に対する安全性の向上を図るために要する経費

④ うるおいと活力ある地域づくり
　　（生活の向上と産業の振興）

⑤ 長期総合計画の推進に向けて

平成20年度本格稼働に向け工事が進む新クリーンセンター

耐震対策のため耐震二次診断を実施する市役所庁舎

公的資金補償金免除繰上償還に伴う
財政健全化計画等の公表について

　公的資金補償金免除繰上償還を行うために、財政健

全化計画および公営企業経営健全化計画を策定し、財

務大臣および総務大臣の承認を得ましたので、これら

の計画をホームページ上で公表しております。

　詳しくは総務課財政係（内線126）までお問い合わせ

下さい。

※公的資金補償金免除繰上償還とは
　国の臨時特例措置として、地方自治体の公債費負担

を軽減するため、国など公的機関（旧資金運用部資金・

旧簡易生命保険資金・公営企業金融公庫）から年利５％

以上の高利率で借り入れた地方債の繰上償還を認める

というものです。

　今まで公的資金の繰上償還を行う場合は、利子相当

分を補償金として支払わなければなりませんでしたが、

平成19年度から平成21年度までの３ヵ年に限り繰上償

還に係る補償金が免除されます。



6　2008.5　広報いわで

税務税務課課からから
ののお知らせお知らせ
【お問い合わせ先】
岩出市役所　総務部税務課…TEL.62-2141 ㈹
市民税係………………………内線 141 ～ 144
固定資産税係…………………内線 145 ～ 147
納税係…………………………内線 151 ～ 153

納税は便利で確実な口座振替制度を
ご利用ください。

口座振替のお問い合わせは税務課納税係まで

 『
建
物
滅
失
届
』
の
お
知
ら
せ

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
家
屋
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在

に
存
在
す
る
家
屋
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
所
有
し
て
い
る
人
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

年
の
途
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
翌
年
度
か
ら
課

税
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、『
建
物
滅
失
届
』
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

証
明
書
申
請
の
際
に
は
、
免
許
証
な
ど
で
本
人

 

確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　
　

平
成
20
年
６
月
か
ら
、
本
人
や
同
一
世
帯
の
ご
家
族
の
方

が
、
課
税
証
明
書
、
所
得
証
明
書
、
固
定
資
産
税
評
価
証
明
書

（
そ
の
他
固
定
資
産
税
関
係
の
証
明
書
を
含
む
）、
納
税
証
明
書

等
を
申
請
す
る
際
に
は
、
本
人
確
認
（
免
許
証
、
保
険
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
等
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

＊
代
理
人
（
同
一
世
帯
の
家
族
を
除
く
）
に
つ
い
て
は
、
委

任
状
の
他
に
本
人
確
認
も
行
い
ま
す
。

市
税
等
の
滞
納
は

許
さ
れ
ま
せ
ん

　

市
で
は
、
税
等
負
担
の
公
平
化

を
図
る
た
め
、
市
税
を
は
じ
め
介

護
保
険
料
、
保
育
料
、
水
道
料
、

学
校
給
食
費
等
の
滞
納
ゼ
ロ
を
め

ざ
し
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ん
ら
か
の
事
情
で
納
付
で
き

な
い
方
は
、
未
納
の
ま
ま
放
置
す

る
こ
と
な
く
、
市
役
所
税
務
課
な

ど
関
係
各
課
ま
で
是
非
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
５
月
25
日
㈰
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
税
務
課

と
保
険
年
金
課
に
お
い
て
、
休
日

納
付
・
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

度
重
な
る
催
告
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
納
付
の
意
思
が
見
受
け
ら
れ

な
い
方
に
対
し
て
は
、
財
産
調
査

を
行
い
、
法
的
な
措
置
等
を
実
施

し
ま
す
。
ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
至
急
市
役
所
又
は
金
融

機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
納
期

平
成
20
年
度 

固
定
資
産
税
第
１
期
分
の
納
期
限
は
、

６
月
２
日（
月
）
で
す
。

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

●株券電子化により、上場会社の株券は無効となり、株主の権利は証券会社などの金融機関の口座で電子的に管理されます。

●お手元の株券が本人名義になっていない場合は、電子化により株主としての権利を失うおそれがありますので、株券電子化

の実施前までに名義書換が必要です。

　【電子化に関するお問い合わせは下記まで】

　　日本証券業協会　証券決済制度改革推進センター　☎03-3667-4500（平日9：00～17：00）

2009年1月、上場会社の株券が電子化されます!!
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岩出警察署からのお知らせ
道路交通法が改正されます。（平成20年6月19日までに施行）

○自転車の歩道通行について
　自転車は法律上自動車の仲間である「軽車両」に分類され、自転車通行方法の原則は車道通行で、自転車が走行でき
る歩道については「自転車歩道通行可」の標識がある場合に限られていました。
今回の法改正で、　　　　　　　　

　　•13歳未満の子供が自転車運転の場合
　　•車道又は交通の状況から見てやむを得ない場合
に、自転車が歩道を通行することが出来るようになります。

※最近当署管内で、自転車と歩行者の事故が多発しています。
　常に歩行者優先を心がけて、安全確認を確実にしましょう。
○乗車用ヘルメット着用努力義務の導入について
　13歳未満の子供が自転車に乗車する時は、保護者等は乗車用ヘルメットを着用させるよう努めなければなりません。

○高齢者マークの表示義務化について
　従来は、75歳以上のドライバーは、高齢者マーク「紅葉マーク」を表示していなかった
場合、罰則はありませんでしたが、法改正後に高齢者マークを表示していない場合、罰則
が付されることになります。（２万円以下の罰金又は科料・70歳以上は努力義務）

　高齢者の交通事故が多発し、社会問題となっています。
　運転の際は、例え近くまで行く時でも、決して油断せずに、必ず安全確認をして、安全
運転を心がけましょう。
○後部座席シートベルト着用義務化について
　自動車の運転者は、後部座席の同乗者にもシートベルトを装着させないで、車両を運転して
はいけません。

・・・・・・・・・・・・・・・・・北海道洞爺湖サミットの成功に向けて・・・・・・・・・・・・・・・・・
　本年７月７日から９日まで北海道洞爺湖サミットが開催されます。
　我が国はオサマ・ビンラディンのものとされる声明文において、テロの標的として名指しされている他、現在米国で
拘束中のアル・カイーダ幹部が在日米国大使館を破壊する計画等に関与したと供述するなど、北海道洞爺湖サミットに
対する国際テロの脅威は、九州・沖縄サミット開催時と比較して格段に高くなっています。
　関西でも、環境大臣会議、財務大臣会議、外務大臣会議が開催されることから、サミット会場を直接狙うテロだけで
なく、重要施設や公共交通機関等に対するテロが懸念されます。
　警察では、サミットの成功に向け、全国警察が万全の警備を期すこととしています。
　「私たちの町にテロリストを入れない」「私たちの町でテロを起こさせない」ために、不審な人や車、荷物など、「あや
しいな、おかしいな」と思ったら、どんな情報でも結構ですので、岩出警察署、最寄りの交番、駐在所まで通報をお願
いします。　

岩 出 警 察 署 　☎0736-63-0110
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生生活活環環境境
ののペペーージジ

みんなでつくろう！

ごみのない街・きれいな街・美しいふるさとづくり

問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814

　

ご
み
を
河
川
、
堤
防
、
道
路
な

ど
に
捨
て
た
場
合
に
は
、
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
、
環

境
汚
染
を
ま
ね
く
な
ど
多
く
の
皆

さ
ん
に
多
大
な
迷
惑
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
う
し
た
社
会
の
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
行
為
は
や

め
ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
、
集
積
場
所
へ
地
域
外
の

人
が
不
適
切
な
ご
み
の
出
し
方
を

し
、
地
域
の
方
が
迷
惑
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
を
出
す
場
合
、
き
ち
ん
と

分
別
し
、
市
の
指
定
袋
に
入
れ
、

収
集
日
に
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所

に
出
し
ま
し
ょ
う
！

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂
し
ま

す
と
、
住
環
境
や
健
康
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
空
き
地
の

所
有
（
管
理
）
者
は
、
周
辺
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
責
任
を

持
っ
て
雑
草
除
去
を
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ご
み
の

不
法
投
棄
禁
止
！

「
空
地
等
の
雑
草

除
去
に
つ
い
て
」

の
お
願
い

岩
出
市
ご
み
分
別
冊
子

策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
区
分
の
周
知
徹
底

を
図
り
、
ご
み
の
減
量
化
、
再
資

源
化
を
推
進
す
る
た
め
の
基
準
と

な
る
ご
み
分
別
冊
子
を
策
定
す
る

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
人
数

５
人
以
内
（
応
募
多
数
の
場
合

は
市
役
所
で
公
開
抽
選
を
行
う

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
）

◇
任　

期

ご
み
分
別
冊
子
案
を
策
定
し
、

市
長
に
報
告
す
る
ま
で

◇
対　

象

市
内
に
在
住
の
年
齢
20
歳
以
上

の
方

◇
選
考
結
果　

郵
送
に
よ
り
通
知

◇
申
し
込
み

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
職
業
（
学
校

名
）
及
び
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
郵
送･

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
生
活
環

境
課
（
市
役
所
１
階　

〒
649

6292　

岩
出
市
西
野
209
番
地　

Ｔ

Ｅ
Ｌ 

62

２
１
４
１　

Ｆ
Ａ

Ｘ 

63

０
０
７
５　

Ｅ
メ
ー

ル w
ebm
aster@

city.iw
ade.

lg.jp

）
ま
で

※
必
ず
宛
て
先
（
生
活
環
境
課
あ

て
）
を
記
入
の
上
、
ご
応
募
下

さ
い
。

◇
締
め
切
り

　

５
月
16
日
㈮
（
消
印
有
効
）

　

岩
出
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
促

進
し
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を

図
る
た
め
、
電
動
式
生
ご
み
処
理

機
を
購
入
す
る
方
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
次
の
と
お
り
補
助
し
て

い
ま
す
。

○
補
助
対
象
者

⑴
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　
（
法
人
等
事
業
所
は
除
く
）

⑵
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
販
売

店
か
ら
処
理
機
を
購
入
す
る

方
⑶
平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で
の

期
間
に
生
ご
み
処
理
機
を
購

入
し
、
自
己
の
住
居
に
設
置

で
き
る
方

⑷
周
辺
の
人
に
迷
惑
が
掛
か
ら

な
い
よ
う
、
常
に
良
好
な
状

態
で
維
持
管
理
で
き
る
方

⑸
堆
肥
と
し
て
利
用
す
る
な
ど

適
切
に
処
理
し
、
生
ご
み
を

減
量
化
で
き
る
方

⑹
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

○
受
付
期
間

•
平
成
21
年
3
月
31
日
ま
で
の

随
時

•
補
助
予
定
台
数
（
40
台
）
に

達
し
た
場
合
、
そ
の
時
点
で

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

○
補
助
対
象
品
目

　

•
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

○
補
助
金
額
等

•
１
台
あ
た
り
購
入
金
額
の
二

分
の
一
。
た
だ
し
、
補
助
限

度
額
は
二
○
、
○
○
○
円

　

•
一
世
帯
あ
た
り
１
台
と
す
る

※
申
請
方
法
等
詳
し
く
は
、
生

活
環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
（
内
線
１
８
５
・
１
８
６
）

平
成
20
年
度

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

に
つ
い
て

　

生
活
雑
排
水
（
台
所
、
洗
濯
、

風
呂
等
の
排
水
）
に
よ
る
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
生

活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向

上
を
図
る
た
め
、
生
活
排
水
と
、

し
尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽

を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

○
応
募
期
間

　

平
成
20
年
４
月
14
日
㈪
か
ら

平
成
20
年
５
月
30
日
㈮
ま
で

平成20年度
電動式生ごみ処理機
購入補助金について
お知らせ！
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生活環境のページ

○
補
助
金
額

　

５　

人　

槽三
三
二
、〇
〇
〇
円

　

６
〜
７
人
槽四

一
一
、〇
〇
〇
円

　

８
〜
50
人
槽五

一
九
、〇
〇
〇
円

○
応
募
条
件

•
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

21
年
３
月
31
日
ま
で
に
設
置
さ

れ
る
方
。（
浄
化
槽
を
埋
設
す

る
と
き
は
、
機
種
及
び
人
槽
を

確
認
す
る
た
め
市
の
立
会
が
必

要
と
な
り
ま
す
。）

•
申
請
者
は
、
岩
出
市
に
住
民
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
又
は
浄
化

槽
設
置
後
速
や
か
に
住
民
登
録

を
さ
れ
る
方
。

但
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

•
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
に

基
づ
く
確
認
又
は
浄
化
槽
法
第

五
条
第
一
項
に
基
づ
く
設
置
の

届
出
の
審
査
を
受
け
ず
に
、
浄

化
槽
を
設
置
す
る
者

•
補
助
事
業
の
期
間
内
（
平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３

月
31
日
）
に
浄
化
槽
を
設
置
で

き
な
い
者
。

•
販
売
又
は
賃
貸
の
目
的
で
浄
化

槽
付
住
宅（
共
同
住
宅
を
含
む
）

を
建
築
す
る
者
。

•
住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
、
賃

貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
者

•
店
舗
付
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、

住
宅
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
分

の
一
未
満
の
場
合
。

•
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者
。

•
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内

に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
者
。

（
区
域
の
詳
細
は
、
左
記
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

○
そ
の
他

応
募
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
生
活

環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（
内
線
185
・
186
・
197
）

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い

る
ご
家
庭
の
方
へ
!!

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、

正
し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

と
、
近
所
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け

る
ば
か
り
で
な
く
、
河
川
や
生
活

環
境
の
汚
染
に
も
つ
な
が
り
ま
す

　

お
宅
の
浄
化
槽
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
？
定
期
的
に
保
守
点

検
、
法
定
検
査
、
清
掃
を
行
い
適

正
な
管
理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

◎
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽

の
機
能
が
正
し
く
働
き
、
放
流
水

が
基
準
内
で
流
さ
れ
る
よ
う
、
定

期
的
に
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
保
守
点
検
は
専
門
の
登
録
業

者
に
委
託
し
ま
し
ょ
う
。

◎
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
一

回
（
新
た
に
設
置
、
又
は
構
造
及

び
規
模
を
変
更
し
た
浄
化
槽
に
つ

い
て
は
、
使
用
開
始
後
６
ヶ
月
経

過
し
た
日
か
ら
２
ヶ
月
の
間
に
一

回
）
水
質
に
関
す
る
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

検
査
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

（ 

〇
七
三―

四
三
二―

六
四
三
三
）

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

◎
清
掃
と
は

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て

い
る
と
、
汚
泥
・
ス
カ
ム
が
た
ま

り
、
放
っ
て
お
く
と
浄
化
す
る
能

力
が
低
下
し
、
水
域
が
汚
濁
さ
れ

て
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
の

で
、
清
掃
を
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化

槽
の
清
掃
は
、
毎
年
一
回
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
許
可

業
者
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
ょ
う

※
ス
カ
ム
（
浮
遊
し
て
い
る
汚
泥
）

　

市
で
回
収
で
き
な
い
廃
棄
物

（
粗
大
ご
み
回
収
で
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
等
）
を
岩
出

市
総
合
体
育
館
に
各
自
持
ち
寄
っ

て
い
た
だ
き
、
有
料
で
専
門
業
者

が
回
収
す
る
と
い
う
機
会
を
６
月

月
15
日
㈰
に
設
け
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
内
容
等
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
広
報
い
わ
で
６
月

号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
で
市
で
収
集
で
き

な
い
ご
み
の
有
料
回
収
に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）

主な引き取り品目

注意
家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化
法）対象品（テレビ（ブラウン管式）・冷蔵
庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン）や、油類・薬
品類及び産業廃棄物等については、引き取るこ
とができません。

◎単車、自動車の部品
　（タイヤ・バッテリー・ホイール・バンパー等）

◎農機具、農業に使用するもの
　（畦シート・ビニールハウスの部材等）

◎コンクリート製品類
　（コンクリート付物干し台・ブロック・レンガ・瓦等）
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クリーンセンターからお知らせ

５月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線東側地域 ５月７日・21日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線西側地域 ５月14日・28日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の 2第 1項）

◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）

◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）

◉事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付はセンターへ。）随時受付。

　岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免

許証等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいておりますので、市民の皆様

方のご理解とご協力をお願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。持込車両は、鉄板の上をさけてロータリー植

え込み側（東側）黄色の線内に駐車してください。

＊一般廃棄物の搬入は、岩出市内から排出されたごみに限ります。

また、搬入された一般廃棄物が事業系もしくは一般家庭から排出されたものかの判別が不明瞭な

場合は、住宅地図による排出先確認にご協力ください。

＊現在クリーンセンターでは、新施設建設工事を行っていますので、搬入時は充分注意してください。

＊ごみの搬入時間は、月曜日から金曜日の午前 8時 30分から 12時までの午前中です。

　岩出市が行っている資源ごみ分別区分中の「その他のプラスチック」にはポリバケツやプラスチック製

のおもちゃ・衣装ケース等のプラスチック製品は含まれません。これらのプラスチック製品は、可燃性粗

大ごみとして取り扱いますので、資源ごみとして排出されないようにお願いします。

生活環境のページ

第２回 那賀地区市民公開講座のご案内
主催　公立那賀病院／協賛　那賀医師会／後援　紀の川市、岩出市

予約は必要ありませんがお
席に限りがありますのであ
しからずご了承ください。

入場
無料

と　き：平成20年5月31日（土曜）
　　　午後2時より午後4時まで
ところ：公立那賀病院2階講義室

○大腸癌てどんな病気？
○どんな症状が心配？
○検査の方法は？
○どんな治療をうけるの？
皆様の疑問に那賀病院外科の森科長、
有井医長、坂田医長がお答えします。

今回のテ
ーマは

「大腸
癌」です
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　介護支援専門員のことで、介護の知識
を幅広く持った専門家です。ケアプラン
の作成や、介護を必要とする人の相談に
応じたり、サービス事業者との連絡・調
整を行ったりします。

介介護護保保険険ののごご案内案内
【お問い合わせ先】保険年金課介護保険係　内線 189・198 ／岩出市地域包括支援センター　内線 178・195

　要介護・要支援と認定された方で、介護保険のサービスを受けるには、ケアプランの作成が
必要です。ケアプランの作成からサービス利用までの流れは、要介護１～５の方と要支援１・
２の方で違います。そこで、ケアプラン作成からサービス利用までの流れをご紹介します。

　利用するサービスの種類や内容、１ヶ月のサービスの組
み合わせ、利用者負担額などが記載された計画のことです。
要介護１～５の方のケアプランは居宅介護支援事業者のケ
アマネジャーが作成し、要支援１・２の方のケアプランは
地域包括支援センターの職員（保健師等）が作成します。

　ケアプランは、利用者の自立支援のために作成されるものです。ケアプランについての知識を身に付け、
あなたに合った介護サービスを利用しましょう。

ケアプランとは？ ケアマネジャーとは？

ケアプランの作成手順

1
＜要介護１～５の方＞ ＜要支援１・２の方＞

居宅介護支援事業者のケアマネジャーに
ケアプランの作成を依頼し、事業者と契
約を結びます。
※居宅介護支援事業者とは、ケアマネジャー
がいる事業者で、都道府県の指定を受けて
います。

※施設入所を希望の方は、直接施設へ申し込
んで下さい。

2
事業者と契約したら「居宅サービス計画
作成依頼届出書」を保険年金課介護保険
係へ提出してください。
※居宅介護支援事業者に代行を依頼できます。

3 ケアプランを作成します。

•ケアマネジャーに訪問してもらい、現在か
かえている問題点や課題を把握してもらい
ます。

•ケアマネジャーを中心として、本人や家族、
サービス事業者も参加し、意見交換などを
行い、本人の希望や心身の状態を考慮しな
がらケアプランを作成していきます。

4 サービス提供事業者と契約。

5 ケアプランにもとづきサービスを利用します。

1
地域包括支援センターの職員にケアプラ
ンの作成を依頼し、地域包括支援セン
ターと契約を結びます。
　岩出市では、地域包括支援センターを岩出
市役所内に設置しています。要支援１・２と
認定された方は、岩出市地域包括支援センター
までご連絡ください。

2
地域包括支援センターと契約したら「介護
予防サービス計画作成依頼届出書」を保
険年金課介護保険係へ提出してください。

3 ケアプランを作成します。

　要介護１～５の方と同様に地域包括支援セ
ンターの職員がケアプランを作成します。

4 サービス提供事業者と契約。

5 ケアプランにもとづきサービスを利用します。

6 一定期間ごとに効果を評価し、プランを
見直します。

　利用者の状態が改善されているか、あらか
じめ設定した目標を達成しているかなどを評
価し、ケアプランを見直します。
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保保健健推推進進
だだよよりり

健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

総合保健福祉センター　保健推進課
℡ 61-2400

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
の
登
録
募
集
に

つ
い
て

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員
と
し
て
、
次
の
と
お
り
登
録

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
必
要
に
応
じ
臨
時
職
員
と

し
て
随
時
採
用
し
ま
す
。

〇
臨
時
保
健
師
・
臨
時
助
産
師
・

　

臨
時
看
護
師
・
臨
時
歯
科
衛
生

　

士
（
保
健
師
免
許
・
助
産
師
免

　

許
・
看
護
師
免
許
・
歯
科
衛
生

　

士
免
許
を
有
す
る
方
）

○
受
付
期
間

　

５
月
１
日
㈭
〜
５
月
20
日
㈫

　

面
接
日
等
詳
細
は
追
っ
て
通
知

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
一
通

保
健
師･

助
産
師
・
看
護
師
・

歯
科
衛
生
士
免
許
証
の
写
し

○
提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
金
池
92
番
地

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

生
活
福
祉
部
保
健
推
進

課
（
内
線
１
０
４
）

　

お
子
さ
ん
の
発
育
・
発
達
の
こ

と
、
子
育
て
の
悩
み
、
学
校
で
の

問
題
な
ど
お
子
さ
ま
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
相
談
場
所

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成

育
医
療
支
援
室
及
び
公
立
那
賀

病
院

○
相
談
担
当
者

小
児
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
看
護
師

○
利
用
方
法
及
び
利
用
時
間

ま
ず
電
話
で
相
談
し
て
い
た
だ

き
、
相
談
内
容
で
面
談
が
必
要

で
あ
れ
ば
、
予
約
日
を
決
め
て

来
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
相

談
は
無
料
で
す
。）

和
歌
山
県
立
医
科
大
学

　
　

小
児
成
育
医
療
支
援
室

　

平
日
（
月
〜
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

℡
０
７
３
・
４
４
１
・
０
８
０
８

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

那賀休日急患診療所の
開設時間
日曜･祝日･年末年始の午前9時～午後5時
※4月から夜間の診療は行っていません。

注意!
変更に

なりまし
た （℡77-6410）

夜間･休日の病院案内（24時間）

℡073-426-1199  県救急医療情報センター
℡61-1791  那賀消防組合

℡＃8000　または　℡073-431-8000
とき…日曜・祝日・年末年始の午後7時～11時

（和歌山市夜間･休日応急診療センター内）

休日の小児医療 電話相談

公
立
那
賀
病
院

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

℡
０
７
３
・
４
４
１
・
０
８
０
８

（
公
立
那
賀
病
院
で
の
相
談
を
希

望
さ
れ
る
場
合
も
、
和
歌
山
県
立

医
科
大
学
小
児
成
育
医
療
支
援
室

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。）

お
問
い
合
わ
せ
先

岩
出
市
生
活
福
祉
部

　
　

保
健
推
進
課

小
児
成
育
医
療
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

が
始
ま
り
ま
し
た

月 日 曜 歯科医師名 住所（診療所） TEL（診）

５　

月

3 土 西 歯 科 医 院 岩出市畑毛 274-9 63-5553
4 日 佐野歯科医院 紀の川市豊田 85 77-0170
5 月 はぎはら歯科 紀の川市貴志川町長原102 64-8850
6 火 水崎歯科医院 岩出市宮 67-4 62-9898
11 日 谷口歯科医院 紀の川市名手市場 252-3 75-4467
18 日 和(なごみ)歯科医院 岩出市根来 937-1 69-0118
25 日 北村歯科医院 紀の川市貴志川町北 810 64-2194

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会



平成20年5月 平成20年 6月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
26日㈪

H20 年 1 月生まれ
23日㈪

H20 年 2 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

27日㈫ 24日㈫

7か月児
20日㈫

H19 年 10 月生まれ
17日㈫

H19 年 11 月生まれ 13:00 ～ 13:15
21日㈬ 18日㈬

1歳8か月児
13日㈫

H18 年 9 月生まれ
10日㈫

H18 年 10 月生まれ 13:00 ～ 13:15
14日㈬ 11日㈬

3歳6か月児
9日㈮

H16 年 10 月生まれ
13日㈮

H16 年 11 月生まれ 13:00 ～ 13:30
16日㈮ 20日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
13日㈫

H19 年 6 月生まれ
10日㈫

H19 年 7 月生まれ 9:00 ～ 9:30
14日㈬ 11日㈬

2歳6か月児
9日㈮

H17 年 10 月生まれ
13日㈮

H17 年 11 月生まれ 9:00 ～ 9:30
16日㈮ 20日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

12日㈪

沐浴実習
妊娠疑似体験
産後うつについて
子どものこころを育てるために

16日㈪
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

13:15 ～ 13:30

栄
養
教
室

離乳食 23日㈮ 離乳食 25日㈬ 離乳食 13:45 ～ 14:00

予
防
接
種

ポリオ
28日㈬
29日㈭

対象者には個人通知
2日㈪
3日㈫
4日㈬
5日㈭

対象者には個人通知 13:00 ～ 14:30

成
人 セット検診

6日㈮
12日㈭
23日㈪

特定健康診査・胸部検
診・胃がん検診・大腸
がん検診・乳がん検診

8:30 ～ 10:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
て相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

12日㈪
23日㈮

機能訓練室のフリー
開放

2日㈪
27日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

1日㈭ コーナン 7日㈯
ミレニアシティ
オークワ

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:30

成分及び一般献血（16
～69歳）
65歳以上の方は、60
～64歳のときに1回
でも経験のある方

10日㈯
ミレニアシティ
オークワ

25日㈬ プライスカット

保健事業予定表保健事業予定表
（平成20年5月、平成20年6月）

保健推進だより

13 広報いわで　2008.5
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平
成
18
年
６
月
か
ら
新
築
住
宅

に
、
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に

既
存
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
１
年
８

ケ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ん
は
、
こ
の
こ
と
を
ご
存
知
で

す
か
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
皆

さ
ん
は
、
あ
と
３
年
あ
ま
り
の
間

に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

那
賀
消
防
組
合
で
は
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ
た
市
民

に「
住
警
器
シ
ー
ル
」を
無
料
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
近
く
の
消
防

署
へ
お
気
軽
に
申
し
つ
け
下
さ
い
。

•「
住
警
器
シ
ー
ル
」は
義
務
的
に

貼
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
最
近
多
発
し
て
い
る
不
適

正
な
訪
問
販
売
等
の
防
止
に
も

役
立
ち
ま
す
。

•「
住
警
器
シ
ー
ル
」は
玄
関
や
郵

便
ポ
ス
ト
な
ど
人
目
に
付
く
と

こ
ろ
に
貼
り
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
種
類

　

感
知
タ
イ
プ
は
、
煙
を
感
知
す

る
も
の
と
熱
を
感
知
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
設
置
場
所
に
よ
り
タ

イ
プ
を
定
め
ま
す
。
電
源
の
供
給

方
式
は
「
電
池
内
蔵
型
」
が
一
般
的

で
、
電
池
切
れ
は
音
や
表
示
で
警

報
を
出
し
ま
す
。
取
り
付
け
は
、

天
井
・
壁
に
ネ
ジ
止
め
す
る
も
の

と
、
壁
に
フ
ッ
ク
で
引
っ
か
け
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
や
目
や
耳
の
不
自
由
な
方
に
は
、

大
き
な
音
や
強
力
な
光
で
危
険
を

知
ら
せ
る
補
助
警
報
装
置
が
有
効

で
す
。「
連
動
型
」と「
無
線
式
」で

ど
こ
に
い
て
も
警
報
が
分
か
る
よ

う
に
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

•
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
品
質
を

保
証
す
る
も
の
に
は
日
本
消
防

検
定
協
会
の
検
査
に
合
格
し
た

Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
ど
こ
で
売
っ
て
る
の
？

　

一
般
的
に
は
家
電
販
売
店
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
防
災
機
器
取

扱
店
及
び
ガ
ス
機
器
販
売
店
な
ど

で
販
売（
一
部
リ
ー
ス
）さ
れ
て
い

ま
す
。

○
強
引
な
訪
問
販
売
に
は
ご
注
意
を
！

•
直
接
消
防
職
員
が
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

•
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
自
分

で
取
り
付
け
が
可
能
で
す
が
、

設
置
を
依
頼
す
る
場
合
は
事
前

に
見
積
り
を
取
り
、
工
事
内
容

を
よ
く
確
認
す
る
な
ど
納
得
の

上
で
設
置
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

•
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
訪
問
販

売
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制

度
の
対
象
で
あ
り
、
契
約
日
を

含
め
８
日
間
は
契
約
の
解
除
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
場
所

•
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
の
天
井

又
は
壁
面
に
設
置
し
ま
す
。

•
階
段
の
踊
り
場
の
天
井
又
は
壁

面
に
設
置
し
ま
す
。

※
台
所
、
居
間
で
は
設
置
義
務
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
火
災
の
早
期

発
見
に
有
効
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

那
賀
消
防
組
合
消
防
本
部　
　

　
　

℡
61

０
１
１
９

保
育
所
臨
時
職
員
の

募
集
に
つ
い
て

　

岩
出
市
立
保
育
所
臨
時
職
員
と

し
て
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
臨
時
保
育
士

保
育
士
資
格
を
有
す
る
方
で
長

期
間
勤
務
で
き
る
方

○
賃
金

　

一
日　

７
，
０
４
０
円

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

保
育
士
証
の
写
し

○
勤
務
開
始
年
月
日

　

平
成
20
年
６
月
１
日

○
受
付
期
間

　

平
成
20
年
５
月
１
日
㈭
〜

　

平
成
20
年
５
月
15
日
㈭

○
面
接
日

　

後
日
通
知

○
そ
の
他

採
用
さ
れ
た
方
は
、
社
会
保
険

の
適
用
に
な
り
ま
す
。

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
３
２
５

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
よ
う
！

無料耐震診断＆耐震改修補助のお知らせ
地震被害の備えとして、昭和56年５月31日以前に建築さ
れた木造住宅に対し、次のような補助制度があります。
是非わが家の耐震性を確認し家屋の耐震化を図りましょう。
詳しくは下記までお問い合わせください。

▲新潟県中越沖地震１．耐震診断　個人負担はありません。（無料）
２．耐震改修　改修工事費の⅔（60万円限度）を補助します。
問合せ先　岩出市事業部都市計画課　  TEL 0736-62-2141（内線223）
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児童手当の
手 続 き を
お忘れなく！

現在受給されていない小学校修了前の児童を養育している

方で、受給資格に該当する方は、

５月中に市（公務員の方は勤務先）へ
認定請求してください。

（単位：万円）

扶養親族等の数
自営業者

（国民年金加入者）
サラリーマン

（厚生年金等加入者）
0人 460.0 532.0
1 人 498.0 570.0
2 人 536.0 608.0
3 人 574.0 646.0
4 人 612.0 684.0
5 人 650.0 722.0

※年収ではなく所得額で判定します。
　また、所得には一定の控除があります。

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老人扶
養親族がある者についての限度額（所得額ベース）は左記
の額に当該老人控除対象配偶者又は老人扶養親族１人につ
き６万円を加算した額。

注２）扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所得額
ベース）は、１人につき 38 万円（扶養親族等が老人控除
対象配偶者又は老人扶養親族であるときは 44 万円）を加
算した額。

〈３歳未満の児童の養育者に対する児童手当〉
　　一律　　　　　　　月額　10,000 円　

〈３歳以上の児童の養育者に対する児童手当〉
　　第１子、第２子　　月額　  5,000 円
　　第３子以降　　　　月額　10,000 円

詳しくは、市役所福祉課（公務員の方は勤務先）までお問い合わせください。　岩出市役所福祉課児童手当係　℡62-2141　内線337

支
給
額

平成20年度 所得制限限度額　　　所得が所得制限限度額以上の場合、児童手当は支給されません。

　

学
生
の
方
も
二
十
歳
に
な
れ
ば

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
学
生
に
は
、

在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を

猶
予
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
者
は

　

大
学
・
短
期
大
学
・
大
学
院
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
等
の

学
生
で
、
本
人
の
前
年
分
の
所
得

が
原
則
と
し
て
118
万
円
以
下
（
扶

養
親
族
等
が
い
な
い
場
合
）
の
方

で
す
。

▽
手
続
き
は

　

市
役
所
国
民
年
金
係
の
窓
口

に
、学
生
証
又
は
在
学
証
明
書（
い

ず
れ
も
コ
ピ
ー
可
）・
年
金
手
帳

を
持
参
し
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。（
父
母
等
が
代
理
で
申
請
さ

れ
る
場
合
は
、
認
印
・
代
理
人
の

身
分
を
証
明
す
る
運
転
免
許
証
等

が
必
要
で
す
。）

　

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

昨
年
度
承
認
さ
れ
た
方
も
改
め
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
平
成
20
年
４
月
分
か
ら

承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
の
申

請
を
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
５

月
中
に
お
願
い
し
ま
す
。

＊
た
だ
し
、
本
年
４
月
初
旬
に
社

会
保
険
庁
か
ら
「
学
生
納
付
特

例
申
請
書
（
ハ
ガ
キ
）」
が
送

付
さ
れ
た
方
で
、
前
年
度
と
同

じ
学
校
等
に
在
学
さ
れ
て
い
る

方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
お
問
い
合
わ
せ
は

　

保
険
年
金
課
国
民
年
金
係
ま
で

　

内
線　

１
６
５
・
１
６
６

国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

各種申請書等にかか
る本人確認取扱につ
いてお知らせ

　平成20年5月から、住民

票、戸籍謄抄本、印鑑登録

証明書等の発行について、

本人確認(顔写真が貼付され

た官公署発行のもの等)が必

要になります。

•代理人については、委任状

及び本人確認も行います。

•これらの本人確認の詳細な

どについては市民課窓口に

お問い合わせください。

NEWS IWADE
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市
職
員
人
事
異
動

　

市
で
は
、
平
成
20
年
４
月
の
人

事
異
動
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
し

た
。

　

氏
名
の
後
の（　

）内
は
旧
職
名

【
部
長
】　

総
務
部
長
中
井
一
善

（
水
道
局
長
）

【
次
長
】　

総
務
部
次
長
・
総
務
課

長
事
務
取
扱
佐
伯
繁
樹
（
総
務
部

総
務
課
長
・
行
政
委
員
会
事
務
局

長
事
務
取
扱
）　

事
業
部
次
長
・

都
市
計
画
課
長
事
務
取
扱
児
玉
隆

也
（
事
業
部
都
市
計
画
課
長
）　

水
道
局
長〔
次
長
〕木
下
正
明（
総

務
部
市
民
課
長
）　

事
業
部
次
長

待
遇
〔
下
水
道
担
当
〕
西
出
雅
史

（
大
阪
府
か
ら
派
遣
）

【
課
長
】　

会
計
管
理
者
・
出
納
室

長
兼
務
鈴
木
俊
史
（
事
業
部
農
林

経
済
課
長
）　

市
長
公
室
長
〔
課

長
〕湯
川
佳
彦（
市
長
公
室
長〔
副

課
長
〕）　

総
務
部
市
民
課
長
谷
澤

加
代（
総
務
部
市
民
課
副
課
長〔
総

合
案
内
担
当
〕）　

事
業
部
土
木
課

長
田
林
和
樹
（
事
業
部
農
林
経
済

課
副
課
長
）　

事
業
部
農
林
経
済

課
長
土
居
憲
司
（
事
業
部
下
水
道

課
副
課
長
）　

教
育
部
生
涯
学
習

課
民
俗
資
料
館
館
長
（
課
長
）
山

下
繁
明
（
教
育
部
生
涯
学
習
課
民

俗
資
料
館
副
館
長
〔
副
課
長
〕）　

総
務
部
総
務
課
付
〔
課
長
〕・
行

政
委
員
会
事
務
局
長
兼
務
市
橋
聖

司
（
事
業
部
土
木
課
副
課
長
・
総

務
係
長
事
務
取
扱
）
教
育
部
教
育

総
務
課
教
育
指
導
主
事〔
課
長
級
〕

竹
中
秀
彰（
和
歌
山
県
か
ら
派
遣
）

【
副
課
長
】　

総
務
部
総
務
課
副
課

長
・
総
務
係
長
事
務
取
扱
赤
井
俊

秀（
教
育
部
教
育
総
務
課
副
課
長
・

総
務
係
長
事
務
取
扱
）　

総
務
部

市
民
課
副
課
長〔
総
合
案
内
担
当
〕

谷
中
茂
喜
（
出
納
室
副
室
長
）　

事
業
部
地
籍
調
査
課
副
課
長
・
調

査
第
一
係
長
事
務
取
扱
藤
田
茂
和

（
総
務
部
税
務
課
副
課
長
〔
納
税

担
当
〕）　

事
業
部
下
水
道
課
副
課

長
・
管
理
係
長
事
務
取
扱
土
生
川

崇（
事
業
部
地
籍
調
査
課
副
課
長
・

調
査
第
一
係
長
事
務
取
扱
）　

教

育
部
教
育
総
務
課
副
課
長
・
総
務

係
長
事
務
取
扱
並
松
雄
二
（
教
育

部
生
涯
学
習
課
副
課
長
）　

総
務

部
税
務
課
副
課
長
小
倉
一
彦
（
総

務
部
税
務
課
主
幹
・
納
税
係
長
事

務
取
扱
）　

生
活
福
祉
部
生
活
環

境
課
副
課
長
居
谷
正
（
生
活
福
祉

部
生
活
環
境
課
課
長
補
佐
）　

事

業
部
土
木
課
副
課
長
・
総
務
係
長

事
務
取
扱
上
野
史
士
（
総
務
部
税

務
課
主
幹
・
固
定
資
産
税
係
長
事

務
取
扱
）　

出
納
室
副
室
長
井
神

吉
英（
教
育
部
生
涯
学
習
課
主
幹
・

青
少
年
女
性
係
長
事
務
取
扱
）　

教
育
部
生
涯
学
習
課
副
課
長
坂
口

誠
一
（
生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課

主
幹
）　

【
課
長
補
佐
】　

総
務
部
税
務
課
主

幹
〔
固
定
資
産
税
担
当
〕
中
畑
悦

男
（
生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課
主

幹
〔
国
保
担
当
〕）　

事
業
部
農
林

経
済
課
主
幹
・
農
業
委
員
会
事
務

局
次
長
併
任
宮
本
徹
（
総
務
部
税

務
課
主
幹
〔
固
定
資
産
税
担
当
〕）

　

総
務
部
税
務
課
課
長
補
佐
〔
納

税
担
当
〕
久
嶋
一
美
（
教
育
部
教

育
総
務
課
課
長
補
佐
・
学
校
給
食

係
長
事
務
取
扱
）　

生
活
福
祉
部

保
険
年
金
課
課
長
補
佐
〔
国
保
担

当
〕
松
見
浩
司
（
総
務
部
総
務
課

課
長
補
佐
・
文
書
係
長
事
務
取
扱
）

　

生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課
課
長

補
佐
阪
口
修
次
（
生
活
福
祉
部
福

祉
課
課
長
補
佐
）　

事
業
部
農
林

経
済
課
課
長
補
佐
渕
田
義
美
（
事

業
部
土
木
課
課
長
補
佐
・
管
理
係

長
事
務
取
扱
）　

事
業
部
下
水
道

課
課
長
補
佐
・
工
務
係
長
事
務
取

扱
梅
田
英
世
（
事
業
部
下
水
道
課

課
長
補
佐
・
下
水
道
係
長
事
務
取

扱
）　

水
道
局
局
長
補
佐
・
工
務

係
長
事
務
取
扱
木
村
泰
男
（
水
道

局
局
長
補
佐
〔
工
務
担
当
〕）　

教

育
部
教
育
総
務
課
課
長
補
佐
・
学

校
給
食
係
長
事
務
取
扱
佐
谷
博

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
・

公
民
館
係
長
事
務
取
扱
）　

教
育

部
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
田
邑
隆

則
（
水
道
局
局
長
補
佐
・
工
務
係

長
事
務
取
扱
）　

教
育
部
生
涯
学

習
課
課
長
補
佐
古
谷
和
彦
（
事
業

部
土
木
課
課
長
補
佐
〔
管
理
担

当
〕）　

総
務
部
総
務
課
付
課
長
補

佐
山
中
仁
（
教
育
部
生
涯
学
習
課

課
長
補
佐
）　

生
活
福
祉
部
生
活

環
境
課
課
長
補
佐
・
生
活
環
境
係

長
事
務
取
扱
増
田
賢
仁
（
生
活
福

祉
部
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

長
）　

生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課

課
長
補
佐
・
保
健
医
療
係
長
事
務

取
扱
西
美
代
（
生
活
福
祉
部
保
険

年
金
課
保
健
医
療
係
長
）　

事
業

部
農
林
経
済
課
課
長
補
佐
・
商
工

観
光
係
長
事
務
取
扱
溝
川
隆
広

（
事
業
部
農
林
経
済
課
農
林
係
長
）

　

事
業
部
農
林
経
済
課
課
長
補

佐
・
工
務
係
長
事
務
取
扱
牧
野
平

任
（
事
業
部
農
林
経
済
課
工
務
係

長
）　

【
係
長
】　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ

い
係
長
信
定
宏
明
（
市
長
公
室
秘

書
係
長
）　

総
務
部
総
務
課
財
政

係
長
正
木
覚
（
総
務
部
総
務
課
管

財
係
長
）　

総
務
部
税
務
課
市
民

税
係
長
広
岡
範
之
（
総
務
部
総
務

課
財
政
係
長
）　

総
務
部
税
務
課

固
定
資
産
税
係
長
中
井
斎
（
総
務

部
税
務
課
市
民
税
係
長
）　

教
育

部
生
涯
学
習
課
公
民
館
係
長
高
井

克
訓
（
市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い

係
長
）　

教
育
部
生
涯
学
習
課
ス

ポ
ー
ツ
健
康
係
長
本
多
元
成
（
教

育
部
教
育
総
務
課
学
校
教
育
係

長
）　

教
育
部
生
涯
学
習
課
青
少

年
女
性
係
長
明
渡
正
記
（
教
育
部

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

長
）　

事
業
部
農
林
経
済
課
付
係

長
板
谷
尚
美
（
事
業
部
農
林
経
済

課
商
工
観
光
係
長
）　

市
長
公
室

秘
書
係
長
正
木
歌
織
（
市
長
公
室

主
事
）　

総
務
部
総
務
課
文
書
係

長
中
西
邦
夫
（
総
務
部
総
務
課
主

事
〔
和
歌
山
県
へ
派
遣
〕）　

総
務

平成20年度 各種講習日程表（5月～7月）
建設業労働災害防止協会　和歌山県支部　TEL（073）436-1327　FAX （073）426-3987

講習の名称 日　　　時 場　　　　所 受講料等 受付開始予定
石 綿 作 業 主 任 者 ５月13日㈫～５月14日㈬ 和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ） ￥9,900 ４月14日㈪～
地 山 の 掘 削 及 び
土止め支保工作業主任者
（1･2級土木施工管理技術検定合格者のみ）

６月10日㈫　午後１時～ 和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ） ￥8,500 ５月12日㈪～

足場の組立て等作業主任者 ７月８日㈫～７月９日㈬ 和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ） ￥9,600 ６月９日㈪～
《注》１．講義時間は、何れもAM9:00 ～ PM5:00

　　（講義内容により、変更があります。）
２．講習会の受付は、講習会開催の約１ヶ月前からです。

３．受講料は当方に御持参戴くか、又は現金書留でお願いします。
４．受講料等には、テキスト代が含まれています。
５．定員になり次第、締め切ります。
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部
総
務
課
管
財
係
長
辻
茂
紀
（
総

務
部
総
務
課
主
事
）　

総
務
部
税

務
課
納
税
係
長
赤
井
康
正
（
総
務

部
税
務
課
主
事
）　

総
務
部
税
務

課
付
係
長
〔
和
歌
山
地
方
税
回
収

機
構
へ
派
遣
〕
山
田
典
義
（
生
活

福
祉
部
保
険
年
金
課
主
事
）　

事

業
部
土
木
課
管
理
係
長
田
原
清
一

（
水
道
局
主
事
）　

事
業
部
農
林
経

済
課
農
林
係
長
幡
井
淳
人
（
生
活

福
祉
部
保
険
年
金
課
主
事
）　

教

育
部
教
育
総
務
課
学
校
教
育
係
長

高
松
浩
二
（
生
活
福
祉
部
福
祉
課

主
事
）　

水
道
局
専
門
員
福
田
諭

（
事
業
部
農
林
経
済
課
専
門
員
）

【
主
事
】　

総
務
部
総
務
課
付
〔
和

歌
山
県
へ
派
遣
〕
中
下
正
明
（
総

務
部
税
務
課
主
事
）　

総
務
部
税

務
課
主
事
目
崎
暢
也
（
教
育
部
岩

出
図
書
館
主
事
）　

生
活
福
祉
部

福
祉
課
主
事
西
口
朗
弘
（
教
育
部

生
涯
学
習
課
主
事
）　

生
活
福
祉

部
福
祉
課
主
事
藤
井
正
治
（
事
業

部
土
木
課
主
事
・
土
地
開
発
公
社

事
務
局
併
任
）　

生
活
福
祉
部
保

険
年
金
課
主
事
岩
田
巡
矢
（
生
活

福
祉
部
福
祉
課
主
事
）　

生
活
福

祉
部
保
険
年
金
課
主
事
西
口
征
秀

（
生
活
福
祉
部
福
祉
課
主
事
）　

事

業
部
土
木
課
主
事
・
土
地
開
発
公

社
事
務
局
併
任
西
浦
正
員
（
事
業

部
土
木
課
主
事
）　

事
業
部
農
林

経
済
課
主
事
山
﨑
慎
吾
（
事
業
部

農
林
経
済
課
主
事
・
農
業
委
員
会

主
事
併
任
）　

事
業
部
下
水
道
課

主
事
安
村
匡
弘
（
事
業
部
土
木
課

主
事
）

【
保
育
所
長
】　

岩
出
保
育
所
長
・

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼

務
松
尾
幸
子
（
根
来
保
育
所
長
）

　

山
崎
保
育
所
長
西
美
季
（
上
岩

出
保
育
所
長
）　

山
崎
北
保
育
所

長
山
本
由
子
（
山
崎
保
育
所
長
）

　

上
岩
出
保
育
所
長
安
田
美
智
子

（
山
崎
北
保
育
所
長
）　

根
来
保
育

所
長
上
野
愛
子
（
根
来
保
育
所
主

任
保
育
士
）　

【
主
任
保
育
士
】　

根
来
保
育
所
主

任
保
育
士
上
野
仁
美
（
山
崎
北
保

育
所
副
主
任
）　

【
副
主
任
】　

岩
出
保
育
所
副
主
任

高
松
千
珠（
根
来
保
育
所
副
主
任
）

　

山
崎
北
保
育
所
副
主
任
石
倉
芳

美
（
上
岩
出
保
育
所
副
主
任
）　

根
来
保
育
所
副
主
任
梅
田
美
穂

（
上
岩
出
保
育
所
副
主
任
）　

上
岩

出
保
育
所
副
主
任
湯
峯
幸
（
岩
出

保
育
所
副
主
任
）　

上
岩
出
保
育

所
副
主
任
福
田
朱
実
（
山
崎
保
育

所
副
主
任
）　

山
崎
保
育
所
副
主

任
前
田
邦
子
（
上
岩
出
保
育
所
保

育
士
）　

根
来
保
育
所
副
主
任
竹

田
加
代
子
（
上
岩
出
保
育
所
保
育

士
）　

【
保
育
士
】　

山
崎
保
育
所
保
育
士

西
野
聖
子（
岩
出
保
育
所
保
育
士
）

　

山
崎
保
育
所
保
育
士
福
田
佳
代

（
山
崎
北
保
育
所
保
育
士
）　

山
崎

保
育
所
保
育
士
向
ィ
平
祐
里
（
根

来
保
育
所
保
育
士
）　

山
崎
保
育

所
保
育
士
梶
本
委
津
代
（
上
岩
出

保
育
所
保
育
士
）　

山
崎
保
育
所

保
育
士
奥
村
佐
智
子
（
上
岩
出
保

育
所
保
育
士
）　

山
崎
保
育
所
保

育
士
明
治
恵
理
（
上
岩
出
保
育
所

保
育
士
）　

山
崎
保
育
所
保
育
士

田
中
新
一
郎
（
上
岩
出
保
育
所
保

育
士
）　

山
崎
北
保
育
所
保
育
士

石
井
忍
（
山
崎
保
育
所
保
育
士
）

　

山
崎
北
保
育
所
保
育
士
黒
木
重

伸
（
山
崎
保
育
所
保
育
士
）　

根

来
保
育
所
保
育
士
間
知
佳
子
（
山

崎
北
保
育
所
保
育
士
）　

上
岩
出

保
育
所
保
育
士
小
橋
典
世
（
山
崎

保
育
所
保
育
士
）　

上
岩
出
保
育

所
保
育
士
小
原
範
子
（
山
崎
保
育

所
保
育
士
）　

上
岩
出
保
育
所
保

育
士
前
田
晶
美
（
山
崎
保
育
所
保

育
士
）　

上
岩
出
保
育
所
保
育
士

越
野
貴
子
（
山
崎
北
保
育
所
保
育

士
）　

上
岩
出
保
育
所
保
育
士
中

井
智
郁
子
（
山
崎
北
保
育
所
保
育

士
）　

上
岩
出
保
育
所
保
育
士
亀

岡
弥
生
（
根
来
保
育
所
保
育
士
）

　
　【業
務
員
】　

教
育
部
岩
出
中
学
校

用
務
員
山
本
純
子
（
教
育
部
山
崎

北
小
学
校
用
務
員
）

《
採
用
者
》

【
主
事
】　

市
長
公
室
主
事
井
端
喜

嗣　

総
務
部
総
務
課
主
事
池
之
内

麻
有　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
主
事

岩
橋
克
弥　

生
活
福
祉
部
保
健
推

進
課
保
健
師
梅
田
祐
希　

生
活
福

祉
部
保
健
推
進
課
保
健
師
桐
浴
由

起
子　

生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課

主
事
土
井
義
之　

事
業
部
土
木
課

技
師
尾
﨑
博
行　

事
業
部
土
木
課

主
事
瀧
本
桂
士　

水
道
局
技
師
東

山
剛
士　

教
育
部
生
涯
学
習
課
主

事
岩
橋
耕
補

《
退
職
者
》　

榎
本
陽
治
（
総
務
部

長
）　

森
下
進
一
郎
（
事
業
部
次

長
・
事
業
部
土
木
課
長
事
務
取
扱
）

　

赤
井
啓
二
（
会
計
管
理
者
・
出

納
室
長
事
務
取
扱
）　

冨
士
真
史

（
事
業
部
次
長
）　

出
口
隆
昭
（
総

務
部
総
務
課
副
課
長
・
総
務
係
長

事
務
取
扱
）　

野
口
真
起
子
（
岩

出
保
育
所
長
・
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
長
兼
務
）　

北
田
有
理

（
根
来
保
育
所
保
育
士
）　

西
川
陽

子
（
上
岩
出
保
育
所
保
育
士
）

教
育
委
員
長
に

　

 

佐
谷  

妙
子
氏

　

こ
の
た
び
任
期
満
了
に
伴
う
改

選
に
よ
り
、
四
月
一
日
付
け
で
教

育
委
員
長
に
岩
出
市
根
来
1233
番
地

の
佐
谷
妙
子
氏
が
、
ま
た
教
育
委

員
長
職
務
代
行
者
に
岩
出
市
野
上

野
464
番
地
の
７　

恩
田
正
夫
氏
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

平成20年度の労働保険料の申告・納付手続きは、
　　　　　　　4月1日から5月20日までにお願いします。
　労働保険とは、労災保険と雇用保険を総称したもので、労働者が安心して働くための保険です。
　労働保険の保険料は、年度当初に概算で申告・納付し、翌年度の当初に確定申告の上、精算することとなっています。
　また、平成19年4月1日より石綿（アスベスト）健康被害救済のため「一般拠出金」の申告・納付も始まっていますの
で、併せて手続きをお願い致します。
　平成20年度の労働保険料の申告・納付の手続きは、和歌山労働局総務部労働保険徴収室、又は最寄りの労働保険年
度更新集合受付会場で5月20日までに行って下さい。
　詳しくは、和歌山労働局総務部労働保険徴収室（℡073-422-2175）まで、お問い合わせ下さい。

事業主の
皆さまへ

NEWS IWADE
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

福　

祉

問い合わせ先

6
月
26
日
㈭

6
月
24
日
㈫

6
月
19
日
㈭

6
月
17
日
㈫

6
月
12
日
㈭

6
月
10
日
㈫

6
月
の
開
放
日

岩
出
第
二
保
育
所

岩

出

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

根

来

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

山

崎

保

育

所

保
育
所
名

63
―
０
２
６
９

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間

前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し

ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お

や
つ
代
100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み

を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を
対

象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い
て
、

毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の
月
1

回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30

分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

◦午前 10:00 ～
　　受付・自由遊び・片付け

◦午前 10:10 ～午前 10:50
　　点呼・手遊び
　　テーマ遊び
　　（その月によってかわります）

◦午前 10:50 ～午前 11:05
　　休憩・自由遊び・片付け

◦午前 11:10 ～午前 11: 25
　　おやつ・絵本・紙芝居を見る

◦午前 11:30
　　さようなら

「保育所にあそびにきませんか！」

「
児
童
福
祉
週
間
」

　

を
ご
存
知
で
す
か

　

五
月
五
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

か
ら
十
一
日
ま
で
が
児
童
福
祉
週

間
と
な
り
ま
す
。

　
「
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
成
長
し
て
ほ
し
い
」
そ
れ

は
、
国
民
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
そ
う
し
た

願
い
を
阻
む
様
々
な
問
題
が
子
ど

も
た
ち
や
家
庭
、
地
域
を
取
り
巻

い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
生
活

し
、
そ
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
が
、

最
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
児
童
福
祉
の
理

念
を
み
ん
な
で
振
り
返
り
、
各
々

が
児
童
愛
護
の
責
任
を
自
覚
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
よ
り

良
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
１
回
エ
ク
セ
ル（
初
級
）教
室

　

ロ
ー
マ
字
文
字
入
力
で
文
書
作

成
は
で
き
る
が
、
エ
ク
セ
ル
は

ま
っ
た
く
初
め
て
と
い
う
方
が
対

象
で
す
。

【
内
容
】
基
本
操
作
・
文
字
や
数

字
入
力
・
表
や
グ
ラ
フ
の
作
成

【
テ
キ
ス
ト
代
】
八
百
円

【
日
程
】

６
月
６
・
13
・
20
・
27
日
㈮　

午
後
１
時
〜
３
時　

１
講
座
４

日
間
の
受
講
に
な
り
ま
す

【
応
募
資
格
】

•
岩
出
市
民
の
方

•
全
日
程
受
講
で
き
る
方

（
学
生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
「
第
１
回
エ
ク
セ

ル
（
初
級
）
教
室
」・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

５
月
19
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
649

6292
岩
出
市
西
野
２
０
９
岩
出
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
公
民
館

係
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
、

初
め
て
の
方
優
先
で
抽
選
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
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暮らしの情報

◎
成
人
講
座

●
行
政
講
座

　
「
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
」

講
師
＝
市
職
員

日
時
＝
５
月
17
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
３
階
視
聴
覚
室

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

●
歌
唱
指
導

　
「
歌
の
散
歩
道
」

　

講
師
＝
安
積
恵
美
子
氏

　
　
　
　

清
水
季
詩
子
氏

▼
紀
泉
台
学
園

日
時
＝
５
月
12
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

日
時
＝
５
月
19
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

日
時
＝
５
月
20
日
㈫

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

日
時
＝
５
月
23
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

日
時
＝
５
月
26
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

第
３
回 

岩
出
市
民

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

○
主
催

　

岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

○
日
時　

平
成
20
年
5
月
25
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
よ
り

○
会
場　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

○
種
目　

　

▽
Ａ
ク
ラ
ス
（
経
験
者
）

　

▽
Ｂ
ク
ラ
ス
（
初
心
者
・

　
　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
小
学
生
）

○
参
加
資
格

岩
出
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
小
学
生
以
上
の
者

○
チ
ー
ム
構
成

選
手
は
４
〜
６
名
。

チ
ー
ム
構
成
は
、
コ
ー
ト
内
１

チ
ー
ム
中
学
生
以
上
の
男
子
は

２
名
以
内
と
す
る
（
小
学
生
は

男
子
４
名
可
）。

い
ず
れ
も
監
督
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
選
手
を
兼
ね
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
申
込
方
法

　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
載
し
、
申
込
期
日
ま
で
に
申

し
込
む
こ
と
。

　

な
お
、
参
加
料
（
１
チ
ー
ム

1000
円
…
1
日
保
険
料
含
む
）
は

大
会
当
日
に
徴
収
す
る
。

○
申
込
先　

　

岩
出
市
荊
本
63

2

　

総
合
体
育
館
内

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

※
申
込
用
紙
は
総
合
体
育
館
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
期
日

　

平
成
20
年
5
月
18
日
㈰
ま
で

○
問
い
合
わ
せ
先

•
岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

事
務
局　

福
井

　
　
　
　
　
　

℡
61

４
０
０
１

•
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
　
　
　
　
　

℡
62

０
３
７
０

総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！ 

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア

リ
ー
ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開

放
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

健
康
と
体
力
の
保
持
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時

　

5
月
24
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

○
種
目

　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

•
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き

が
必
要
で
す
。

•
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て

は
応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

•
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入

場
制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

市
民
プ
ー
ル
臨
時
職
員

募
集
の
お
知
ら
せ

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と

お
り
臨
時
職
員
を
募
集
い
た
し
ま

す
。

○
採
用
予
定
者
数

　

市
民
プ
ー
ル
管
理
人
4
名
程
度

　

市
民
プ
ー
ル
監
視
員
16
名
程
度

○
資
格

•
管
理
人
…
市
内
在
住
で
25
歳
以

上
65
歳
未
満
の
健
康

な
方
。

土
・
日
・
祝
日
出
勤

可
能
な
方
。

•
監
視
員
…
18
歳
以
上
60
歳
未
満

（
高
校
生
を
除
く
）

の
水
泳
に
自
信
の
あ

る
方
。

土
・
日
・
祝
日
出
勤

可
能
な
方
。

○
時
給　

九
０
０
円

（
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
業
務
内
容

•
管
理
人
…
受
付
、
入
場
券
発
券

及
び
改
札
、
事
務
所

等
の
清
掃
、
そ
の
他

•
監
視
員
…
プ
ー
ル
監
視
、
プ
ー

ル
・
更
衣
室
等
の
清

掃
、
そ
の
他

○
勤
務
期
間
及
び
時
間

　

6
月
30
日
㈪
〜
8
月
31
日
㈰

•
管
理
人
…
午
前
9
時
〜

　
　
　
　
　

午
後
5
時
30
分

•
監
視
員
…
午
前
9
時
〜

　
　
　
　
　

午
後
5
時
15
分

○
受
付
期
間

　

5
月
19
日
㈪
〜
6
月
6
日
㈮

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
1
通

※
面
接
日
等
詳
細
は
追
っ
て
通

知
し
ま
す
。

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
荊
本
63

2

　

総
合
体
育
館
内

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
　
　
　
　
　

℡
62

０
３
７
０

ス
ポ
ー
ツ

ぜひ参加
して

ください
。



20　2008.5　広報いわで

平
成
20
年
度

和
歌
山
県
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
資
格

認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

①
試
験
日

　

平
成
20
年
８
月
10
日
㈰

②
試
験
会
場

　

Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
和
歌
山
駅
前
）

③
申
込
書
配
布
・
受
付
場
所

　

和
歌
山
市
下
水
道
総
務
課

　

紀
の
川
市
桃
山
支
所
下
水
道
課

　
（
配
布
の
み
）

　

那
賀
振
興
局

　

建
設
部
総
務
管
理
課

④
申
込
書
配
布
期
間

　

６
月
23
日
㈪

　
　

〜
６
月
27
日
㈮
ま
で

⑤
申
込
書
受
付
期
間

　

６
月
30
日
㈪

　
　

〜
７
月
4
日
㈮
ま
で

⑥
受
験
講
習

　

平
成
20
年
８
月
３
日
㈰

　

Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
和
歌
山
駅
前
）

　
（
◎
希
望
者
の
み
）

　
問
合
せ
先

　

日
本
下
水
道
協
会

　

和
歌
山
県
支
部

　

試
験
等
運
営
委
員
会
事
務
局

　

和
歌
山
市
下
水
道
部

　

下
水
道
総
務
課
内

　

℡
（
073
）
４
３
５

１
０
９
３

人
権
相
談

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
に
関

す
る
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
差
別

的
取
扱
い
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、い
や
が
ら
せ
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵

害
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕

　

５
月
13
日
㈫
午
後
１
時
〜
４
時

〔
場
所
〕

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

金
池
92
番
地

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　

℡
62

２
１
４
１
（
内
線
321
）

教
育
相
談

◎
育
て
よ
う
！
た
く
ま
し
く
・
思

い
や
り
の
あ
る
心
を

― 

心
は
形
に
あ
ら
わ
れ
、

　
　
　
　

形
は
心
に
ひ
び
く 

―

　

言
葉
で
は
上
手
に
言
え
な
い
子

ど
も
は
、
自
分
の
不
安
を
行
動
や

体
で
表
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
身
近
な
人
へ
の
訴
え
の
◆
Ｓ

Ｏ
Ｓ
◆
信
号
で
す
。

〈
Ｓ
Ｏ
Ｓ
〉
信
号
に
は
、

○
学
校
へ
行
く
の
を
い
や
が
る
。

○
遅
刻
や
早
退
が
増
え
る
。

○
言
葉
遣
い
や
金
遣
い
が
荒
く
な

る
。

○
親
や
先
生
の
注
意
を
聞
か
な
い

等
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

の
〈
Ｓ
Ｏ
Ｓ
〉
信
号
を
、キ
ャ
ッ

チ
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
為
に
は
「
ふ
だ
ん
と
違
う

な
」「
変
だ
な
」「
何
か
訴
え
た
が
っ

て
い
る
な
」「
ど
う
も
お
か
し
い

な
」「
元
気
が
な
い
な
」
と
い
う

よ
う
な
子
ど
も
か
ら
発
せ
ら
れ
る

信
号
を
、
大
事
に
す
る
こ
と
か
ら

は
じ
ま
り
ま
す
。

　

教
育
相
談
は
、
一
人
で
悩
む
子

ど
も
の
〈
Ｓ
Ｏ
Ｓ
〉
を
キ
ャ
ッ
チ

し
、
そ
の
子
自
身
が
自
分
の
心
の

中
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
に

気
づ
い
た
り
、
自
分
の
心
や
考
え

を
整
備
し
て
い
く
こ
と
を
通
じ

て
、
自
分
な
り
の
答
え
を
み
つ
け

出
し
て
い
く
こ
と
を
援
助
し
て
い

く
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　

家
庭
・
学
校
生
活
の
中
で
お
悩

み
に
な
っ
て
い
る
方
の
相
談
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
る
の

か
、
電
話
で
も
結
構
で
す
。

相
談
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

相
談
時
間　
午
前
九
時
〜
正
午
ま
で

相
談
場
所　

岩
出
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

２
階　

教
育
相
談
室

連
絡
先
（
62
）
０
８
９
２

※
面
接
相
談
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
所
開
設
の

お
知
ら
せ

　

国
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
、行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
、

行
政
機
関
が
不
明
で
ど
こ
で
何
を

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
等

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
。

〔
日　

時
〕

　

５
月
23
日
㈮

　

午
後
１
時
〜
４
時

〔
場　

所
〕

　

岩
出
地
区
公
民
館

　

清
水
386

12

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62

２
１
４
１
（
内
線
118
）

和
歌
山
県
子
ど
も
の
人
権

専
門
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

５
月
24
日
㈯
か
ら
26
日
㈪
ま
で

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」を
特
設
！

24
日
㈯
・
25
日
㈰
は

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

26
日
㈪
は

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

　

無
料
で
電
話
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

☎
０
１
２
０

０
０
７

１
１
０

　

(

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル)

　

☎
０
７
３

４
２
５

２
７
０
４

（
和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
委
員
室
内
）

―
―
― 

相
談
内
容
等 

―
―
―

①
い
じ
め
、
体
罰
、
登
校
拒
否
・

子
ど
も
の
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

の
人
権
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の

問
題
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
人

権
専
門
委
員
が
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。

②
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
と
直

接
会
っ
て
相
談
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

③
５
月
24
日
か
ら
26
日
以
外
の
日

も
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝

日
は
除
く
。
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）
ま
で
同
じ
電

話
番
号
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
休
日
及
び
夜
間
は
留
守
番
電

話
に
な
り
ま
す
。）

相　

談

６
月
の

人
権
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

６
月
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
に
ち
な
み
、

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設
相

談
所
と
し
て
、
６
月
１
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で
、
岩

出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
設
し
ま
す
！

暮らしの情報
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第
25
回
会
長
杯
争
奪
中
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
20
年
2
月
3
日
㈰

○
結
果（
ス
ポ
少
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

▽
男
子

2
位　

橘
佳
亮
、
酒
井
祥
平
、

　
　
　

山
本
昂
太
郎
、
岡
村
拓
路

 

第
18
回
岩
出
市

オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時　

平
成
20
年
2
月
17
日
㈰

○
場
所　

市
民
総
合
体
育
館

○
結
果
（
60
組
・
120
名
参
加
）

▽
男
子
Ａ

1
位　

村
田
、
児
玉

　
　
　
（
シ
ャ
ト
ル
ク
ラ
ブ
大
阪
）

2
位　

宮
田
、
寺
田

（
シ
ャ
ト
ル
ク
ラ
ブ
大
阪
・

那
賀
ク
ラ
ブ
）

3
位　

中
村
、
山
東

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

▽
女
子
Ａ

1
位　

松
本
、
伊
藤

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

2
位　

茶
谷
、
伊
藤

　
　
　
（
キ
ラ
ラ
ク
ラ
ブ
）

3
位　

平
野
、中
野
（
那
賀
高
校
）

▽
男
子
Ｂ

1

1
位　

浜
口
、
岩
木

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

2
位　

松
山
、宮
本
（
ス
ク
エ
ア
）

3
位　

山
之
上
(徹)
、
山
之
上
(慧)

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

▽
男
子
Ｂ

2

1
位　

乾
、
福
永
（
ス
ク
エ
ア
）

2
位　

神
保
、安
村
（
ス
ク
エ
ア
）

3
位　

藤
井
、
最
勝
寺

　
　
　
（
キ
ラ
ラ
ク
ラ
ブ
）

▽
女
子
Ｂ

1

1
位　

堀
内
、松
山
（
那
賀
高
校
）

2
位　

中
林
、金
川
（
那
賀
高
校
）

3
位　

浜
口
、
永
野

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

▽
女
子
Ｂ

2

1
位　

神
崎
、中
本
（
那
賀
高
校
）

2
位　

岡
井
、
洞
（
ス
ク
エ
ア
）

3
位　

亀
井
、藪
（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

▽
男
子
Ｃ

1
位　

須
崎
、
逸
木

　
　
　
（
粉
河
定
時
制
）

2
位　

松
下
、
瀬
島

　
　
　
（
オ
レ
ン
ジ
シ
ャ
ト
ル
）

3
位　

涌
田
、
岸
本
（
近
大
）

▽
女
子
Ｃ

1

1
位　

岩
元
、花
田
（
那
賀
高
校
）

2
位　

佐
竹
、
岡
本

　
　
　
（
キ
ラ
ラ
ク
ラ
ブ
）

3
位　

小
崎
、
松
山

　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

▽
女
子
Ｃ

2

1
位　

野
口
、白
川
（
那
賀
高
校
）

2
位　

瀬
畑
、
坂
本

　
　
　
（
キ
ラ
ラ
ク
ラ
ブ
）

3
位　

吉
野
、
田
辺

　
　
　
（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

▽
女
子
Ｃ

3

1
位　

衣
笠
、
佐
本
（
貴
志
川
）

2
位　

井
上
、志
田
（
那
賀
高
校
）

3
位　

寒
川
、
岩
崎

　
　
　
（
キ
ラ
ラ
ク
ラ
ブ
）

▽
男
子
Ｄ

1

1
位　

曲
出
、
新
免

　
　
　
（
那
賀
振
興
局
）

2
位　

嶋
本
、
岩
崎

　
　
　
（
粉
河
定
時
制
）

3
位　

谷
沢
、清
原
（
那
賀
高
校
）

▽
男
子
Ｄ

2

1
位　

大
籐
、守
岡
（
那
賀
高
校
）

2
位　

山
野
井
(道)
、
山
野
井
(亮)

　
　
　
（
那
賀
振
興
局
）

3
位　

山
下
、
畑
（
那
賀
高
校
）

和
歌
山
卓
球
ク
ラ
ブ

第
2
回
卓
球
大
会

○
日
時　

平
成
20
年
3
月
16
日
㈰

○
場
所　

河
南
体
育
館

○
結
果
（
ダ
ブ
ル
ス
）

▽
60
歳
以
上
の
部

優
勝　

横
山
陽
子
、
坂
部
美
代

ス

ポ

ー

ツ

主
な
大
会
結
果

平
成
20
年
度
オ
ー
プ
ン
和
歌
山

レ
デ
ィ
ー
ス
卓
球
親
善
大
会

○
日
時　

平
成
20
年
2
月
24
日
㈰

○
場
所　

松
下
体
育
館

○
結
果
（
3
人
ダ
ブ
ル
ス
）

▽
3
位
グ
ル
ー
プ

優
勝　

岩
出
Ａ
チ
ー
ム

　
　
　

横
山
陽
子
、吉
川
タ
ツ
子
、

　
　
　

小
林
公
子

第
38
回
日
本
少
年
野
球
春
季
大
会

（
県
支
部
予
選
）

○
日
時　

　

平
成
20
年
3
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰

○
場
所　

紀
三
井
寺
球
場

○
結
果

　

優
勝　

岩
出
市
硬
式
野
球

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

みんな

おめでと
う !!

掲 載 料　１枠 30,000円（タテ 4.7㌢×ヨコ 5.7㌢）

掲載場所　暮らしの情報コーナーの下段

申込方法　掲載を希望する月の２ケ月前の25日までに所定の用紙（岩出市有料広告掲載

申込書）に掲載希望する版下を添えて市役所市長公室にお申し込み下さい。

そ の 他　市ホームページから「岩出市有料広告掲載申込書」をダウンロードできます。

　　　　　　詳細は市長公室へ問い合わせ下さい。

問い合わせ　市長公室　市民ふれあい係

「
広
報
い
わ
で
」

で
は
有
料
広
告
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

暮らしの情報
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そ
の
他

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

農
薬
防
除
補
助
に
つ
い
て

　

岩
出
市
で
は
、
水
稲
に
被
害
を

与
え
る
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク

ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）
の
発
生
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

そ
の
被
害
を
抑
制
す
る
た
め
、

農
薬
を
購
入
す
る
者
に
対
し
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
岩
出
市
役
所

事
業
部
農
林
経
済
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　

　

☎
６
２

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
７
）

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

普
段
か
ら
注
意
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う

　

無
料
点
検
と
言
い
な
が
ら
、
無

理
や
り
リ
フ
ォ
ー
ム
の
契
約
を
さ

せ
ら
れ
た
り
、
還
付
金
が
あ
る
な

ど
の
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き

た
り
し
ま
せ
ん
か
？

　

悪
質
商
法
や
還
付
金
等
詐
欺
に

よ
る
被
害
が
増
え
、
手
口
も
ま
す

ま
す
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
次

の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

◎
本
当
に
必
要
か
よ
く
考
え
る

◎
う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い

◎
断
る
時
は
キ
ッ
パ
リ
と

◎
契
約
内
容
は
よ
く
確
か
め
て

◎
署
名
・
押
印
・
振
込
は
慎
重
に

◎
見
ず
知
ら
ず
の
人
（
セ
ー
ル
ス

マ
ン
な
ど
）
を
容
易
に
信
用
し

な
い

◎
迷
っ
た
時
や
不
審
に
思
っ
た
時

は
、
家
族
や
友
人
、
関
係
機
関

へ
早
め
に
相
談
を

消
費
生
活
で
の

　
　
　

ご
相
談
・
お
問
合
せ
先

•
市
役
所
市
長
公
室

　

☎
６
２

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
４
）

•
和
歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
３

４
３
３

１
５
５
１

市
文
化
協
会
に
よ
る

作
品
展
示

　

市
文
化
協
会
で
は,

日
頃
の
ク

ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
と
し
て
作
品
展
示
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、「
川
柳
岩
出
」
と｢

岩
出
写
友
会｣

の
み
な
さ
ん
に
よ

る
展
示
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「
川
柳
岩
出
」

期　

間

　

５
月
１
日
㈭
か
ら

　

５
月
31
日
㈯
ま
で

（
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

場　

所

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　

１
階　

企
画
展
示
室

｢

岩
出
写
友
会｣

期　

間

　

5
月
14
日
㈬
か
ら

　

５
月
25
日
㈰
ま
で

（
午
前
９
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

場　

所

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　

2
階　

会
議
室

※
民
俗
資
料
館
の
入
場
時
間
は,

午
後
４
時
30
分
ま
で
。

　

休
館
日
は
、
毎
週
火
曜
日
と
祝

日
の
翌
日
（
た
だ
し
、
そ
の
日

が
火
曜
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日

及
び
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
、

そ
の
翌
日
）
で
す
。

〜
岩
出
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
大
会

　
　
　
　
　
　

に
出
展
さ
れ
た
料
理
か
ら
〜

　今月は、「ごま豆腐」をご紹介します。ごまには、小さいながら

もたくさんの栄養素が詰まっています。動脈硬化やお肌の保水、白

髪の予防に効果があるといわれています。

料理名 ごま豆腐 グループ名 蕗のとうグループ

【材料】

くず粉‥‥‥‥‥‥‥‥50ｇ 
牛乳‥‥‥‥‥‥‥‥ 200cc
水‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 200cc
練りごま（白） ‥‥ 大さじ３
酒‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ１
みりん‥‥‥‥‥‥ 小さじ１
塩‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 少々
わさび
しょう油

【作り方】

①　材料を鍋に入れてよくかき混ぜる。　　　　　
　　　　　　　↓

②　弱火にし、底にくず粉が固まらないようによく
かき混ぜる。

　　　　　　　　　↓
③　３割くらい減ってきたら器に流し入れ、上から

ぬれ布巾をかけて冷蔵庫で冷やす。
　　　　　　　　　↓
④　わさびしょう油で食べる。

米米
やや
地
域
地
域
のの
食
材
食
材

をを
使使
っ
た
っ
た
料
理
料
理

お詫びと訂正

　広報いわで４月号の裏表紙（26 ページ）「岩

出市のイメージキャラクター『そうへぃちゃん』

をご紹介します」の記事で、そいへぃちゃんの

原作者の氏名に間違いがございました。

　原作者は「前田暁子さん」です。

　お詫びして訂正させていただきます。
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こんなときはこんなときは 国保の窓口へ14日以内に
届け出ましょう

職場の健康保険の資格がなくなった場合…
国保の資格は、職場の健康保険がなくなった日からとなります。
また国保税納付も国保の資格を得た月からですので届出がおくれないようにしましょう。おくれると、さかのぼって納めなけ
ればなりません。

こ ん な と き
他の市町村から転入してきたとき 印鑑

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

職場の健康保険の資格がなくなったとき 印鑑、職場の健康保険資格喪失証明書
（資格喪失日の分かる書面）

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

必 要 な も の
〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

▼国保にはいるとき

▼国保をやめるとき〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き
他の市町村に転出するとき 印鑑、保険証
職場の健康保険にはいったとき

印鑑、国保と健保の両方の保険証職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被扶養者が死亡したとき 印鑑、保険証
生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

必 要 な も の

▼その他の届け出〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き
退職者医療制度の対象となったとき 印鑑、保険証、年金証書
市内で住所が変わったとき

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、いっしょになったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書

保険証を失くしたり、汚れてつかえなくなったとき 印鑑、身分を証明するもの（使えなくなった保険証）

必 要 な も の

気をつけましょう！

国
保
税
を
滞
納
す
る
と

　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
期
限
か

ら
一
年
を
経
過
し
て
も
納
付
し
な

い
場
合
は
、「
資
格
証
明
書
」
の

交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
と

一
、
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る

場
合
と
同
様
に
国
保
税
は
、
課

税
さ
れ
ま
す
。

二
、
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

後
日
申
請
に
基
づ
き
国
保
か

ら
給
付
割
合
に
応
じ
て
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
給
付
の
全

額
又
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

年
金
課
国
保
係
ま
で
納
税
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
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差
別
を
な
く
す
人
権
作
文
入
選
作
品

　

㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
日
常
生
活
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

気
づ
い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
県
内
の
学
校

に
通
う
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
平

成
19
年
7
月
2
日
か
ら
9
月
5
日

ま
で
の
間
、
作
文
を
募
集
し
ま
し

た
。

　

８
，
５
７
１
点
の
応
募
作
文
の

内
、
入
選
作
品
が
43
点
あ
り
ま
し

た
。

　

岩
出
市
立
の
小
・
中
学
生
か
ら

10
名
の
方
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
4
月
か
ら
10
回
に
わ
け
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
日
の
朝
、
ぼ
く
は
テ
レ
ビ

を
見
て
い
ま
し
た
。
同
じ
和
歌
山

の
人
が
出
て
い
ま
し
た
。
彼
は
車

イ
ス
に
の
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
た
っ
き
ゅ
う
を
し
て
い
ま
し

た
。
と
て
も
い
い
え
が
お
で
…
。

　

む
ね
か
ら
下
は
あ
せ
を
か
か
な

い
の
で
、
体
温
ち
ょ
う
せ
つ
が
で

き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
氷
で
ひ
や

し
な
が
ら
運
動
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ど

う
し
て
そ
ん
な
に
大
変
な
の
に
運

動
す
る
の
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。彼
は
、こ
う
つ
う
じ
こ
に
あ
っ

て
、
む
ね
か
ら
下
が
う
ご
か
な
く

な
っ
た
そ
う
で
す
。そ
の
じ
こ
で
、

お
父
さ
ん
は
死
ん
で
し
ま
っ
て
、

妹
さ
ん
は
の
ど
に
チ
ュ
ー
ブ
を
入

れ
て
い
ま
し
た
。
り
ゆ
う
は
、
お

母
さ
ん
が
一
番
つ
ら
い
か
ら
で

す
。
彼
は
、
車
イ
ス
で
だ
ん
さ
を

こ
え
る
と
き
に
、
手
の
力
が
も
っ

と
ひ
つ
よ
う
だ
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト

で
き
た
え
る
の
だ
と
、
笑
っ
て
い

い
ま
し
た
。

「
強
い
な
。」・「
カ
ッ
コ
イ
イ
な
。」

と
ぼ
く
は
思
い
ま
し
た
。

　

彼
は
、
い
つ
も
笑
顔
で
す
。
で

も
、
そ
の
笑
顔
の
下
で
ず
っ
と
た

た
か
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。

「
特
別
あ
つ
か
い
は
し
な
い
」
ク

優秀作品
〝
勇
気
と
や
さ
し
さ
〞

岩
出
小
学
校　

４
年　

井い
の
う
え上　

叶か
な
と都　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）　

ラ
ブ
で
は
、
み
ん
な
同
じ
メ

ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
ま
す
。
大
変
だ

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
が
ん
ば
っ

て
い
る
彼
は
、
か
が
や
い
て
い
ま

し
た
。
ぼ
く
も
が
ん
ば
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

土
曜
の
夜
に
九
才
で
ガ
ン
で
死

ん
で
し
ま
っ
た
少
年
の
話
を
ド
ラ

マ
で
し
て
い
ま
し
た
。
彼
も
ぜ
っ

た
い
あ
き
ら
め
ず
に
、
最
後
ま
で

た
た
か
っ
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
彼
ら
は
、
自
分
が
し
ん
ど
い

の
に
、
ま
わ
り
の
人
に
勇
気
と
や

さ
し
さ
を
あ
た
え
て
い
ま
し
た
。

　

彼
を
中
心
に
家
族
の
き
ず
な
は

ふ
か
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
二

人
と
も
生
き
る
と
い
う
こ
と
に

ま
っ
す
ぐ
で
、
す
ご
い
パ
ワ
ー
を

感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
パ
ワ
ー
に
、
ま
わ
り
の
人

も
ひ
き
こ
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
だ
れ
か
の
た
め
に
な

に
か
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
か

な
ー
。

　

彼
ら
の
よ
う
な
人
た
ち
を
か
わ

い
そ
う
と
い
う
人
も
い
る
け
れ

ど
、
ぼ
く
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
彼
は
そ
う
い
う
の
を

感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い
か
が
や
い

て
見
え
る
か
ら
で
す
。

　

ぼ
く
は
勇
気
の
バ
ト
ン
を
も
ら

い
ま
し
た
。勇
気
の
バ
ト
ン
と
は
、

だ
れ
か
に
わ
た
し
て
も
け
っ
し
て

き
え
な
い
バ
ト
ン
で
す
。
う
け

と
っ
た
ぼ
く
は
、
せ
い
い
っ
ぱ
い

生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
い
つ
で
も
だ
れ
か
の
た
め

に
が
ん
ば
れ
る
人
で
い
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
い
つ
か
、
彼
に
あ
え

た
ら
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
、笑
顔
で
い
い
た
い
で
す
。「
人

権
」
っ
て
い
う
と
む
ず
か
し
い
け

ど
、
命
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
考
え

た
ら
、
し
ぜ
ん
と
守
れ
る
気
が
し

ま
す
。

生
活
機
能
評
価
の
ご
案
内

　年を重ねるとともに、生活機能の低下を感じても「老化だからしかたがない」
と考えていませんか。
　確かに、高齢になると生活機能は低下してきますが、適切な対策を行うこ
とによって、その低下を防ぎ、健康で活動的な生活を維持することができます。
　そのためには、まず、今のご自身の状態をよく知り、生活機能に衰えがな
いかをチェックする｢生活機能評価｣を受けることが大切です。

★｢生活機能評価｣の受診対象者は、要支援、要介護認定を受けていな
い65歳以上の方です。
★｢生活機能評価｣は、特定健診といっしょに受診します。
★特定健診には、必ず介護保険被保険者証を持参してください。

　生活機能評価の受診結果で、生活機能の低下が見られ介護予防の取り組み
が必要と判断されたら、要介護状態にならないためにも、介護予防教室へ参
加しましょう。

お問い合わせ先／保険年金課  介護保険係　℡62-2141㈹  内線 189
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和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
先
】
和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
〔
住
所
〕
６
４
９

６
２
１
１　

岩
出
市
東
坂
本
６
７
２
〔
電
話
〕
６
２

４
０
２
９
〔
Ｆ
Ａ
Ｘ
〕
６
３

２
５
７
０

【花と緑の教室】••••••••••••••••••••••••••••••••••••
「多肉植物の栽培」（育てる楽しみ、殖やす楽しみ、見る楽しみ〔寄せ植え等〕）
●日　時：5月11日㈰　13時30分～16時迄
●講　師：和歌山シャボテンクラブ　小島　生安（コジマ　タカヤス）先生
●参加費：無料〔※但し別途入園料（大人：260円）が必要〕
※現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は32名まで先着順）
「薬草の知識と利用」（薬草ウォッチング～春の薬草・利用の仕方～）
●日　時：5月18日㈰　13時30分～16時迄
●講　師：剤盛堂薬品㈱　参与　金谷　友成（カナヤ　トモナリ）先生
●参加費：無料〔※但し別途入園料（大人：260円）が必要〕
※現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は32名まで先着順）
「花の写真教室」（花の上手な撮り方を学ぼう）
●日　時：5月25日㈰　13時30分～16時迄
●講　師：全日本写真連盟関西本部委員　花畑　重靖（ハナバタ　シゲヤス）先生
●参加費：無料〔※但し別途入園料（大人：260円）が必要〕
※現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は32名まで先着順）

【花・木及び作品の展示会】•••••••••••••••••••••••••••••••
「サボテン・多肉植物展」（異国情緒を感じるサボテンや多肉植物の紹介と展示）
●日　時：5月3日㈯～6日㈫　9時～17時迄（※6日は16時30分迄）
●場　所：別館展示室（※一部即売あり）
「春の山草展」（チゴユリ、オキナワチドリを中心とした春の草花の展示）
●日　時：5月3日㈯～6日㈫　9時～17時迄（※6日は16時30分迄）
●場　所：本館展示室（※一部即売あり）
「春の原色押花教室展」（4月20日、27日に行った花と緑の教室「春の原色押花の作り方」の作品展示）
●日　時：5月3日㈯～18日㈰　9時～17時迄（※18日は16時30分迄）
●場　所：別館展示室の奥側
「春の盆栽展」（花ものなどの紹介と展示）
●日　時：5月9日㈮～11日㈰　9時～17時迄（※11日は16時30分迄）
●場　所：本館展示室（※一部即売あり）
「野生ラン展」（フウランを主体とした野生ランの紹介と展示）
●日　時：5月17日㈯～18日㈰　9時～17時迄（※18日は16時30分迄）
●場　所：別館展示室（※一部即売あり）
「サツキ花季盆栽展」（品種と樹形の紹介と展示）
●日　時：5月23日㈮～25日㈰　9時～17時迄（※25日は16時30分迄）
●場　所：別館展示室

【気軽にちょこっと体験】（５月のテーマ：石垣積みに再挑戦）••••••••••••••••
●日　時：5月10日㈯・17日㈯　13時30分～15時迄
●講　師：緑花センター所長　畑田　和伸（ハタダ　カズノブ）
●参加費：材料費として1,000円程度と、入園料（大人：260円）が必要
※現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は24名まで先着順）

【花と緑の相談コーナー開設】（花木の剪定、栽培管理、病害虫の診断・防除等の相談・指導）•••
●日　時：5月3日、10日、17日、24日、31日の毎週土曜日　13時～16時30分迄
●相談員：大原　明（オオハラ　アキラ）先生
※電話による相談や直接花木を持参しての相談などに対して指導や助言を行います

【グリーン・フェスティバル開催のお知らせ】•••••••••••••••••••••••
緑花センターでは、5月連休となる5月3日㈯～6日㈫の時期に、グリーン・フェスティバルとして、下記
の催し物を行います
　☆花と緑の園芸市（紀州ふるさとの店前広場）　　　　　　　　　　　5月3日㈯～6日㈫
　☆和歌山県警察音楽隊の演奏（中央広場）〔午前・午後の２回〕　　　5月3日㈯　※雨天中止
　☆紀州よさこい踊り（中央広場）〔午前・午後の２回〕　　　　　　　5月4日㈰　※雨天中止
　☆子ども和太鼓集団（和響）の演奏（中央広場）〔午前・午後の２回〕5月5日㈪　※雨天中止
　☆子どもの日：小人（小・中学生）入園料無料デー　　　　　　　　　5月5日㈪のみ

【大道芸パフォーマンスショー開催のお知らせ】••••••••••••••••••••••
大阪の海遊館を中心に全国各地で活動している大道芸人Mr.  オクチが緑花センターに5月11日㈰来園！午
前・午後の2回の予定で、大道芸パフォーマンスショーを開催します。

5月7日㈬、13日㈫、20日㈫、27日㈫５月の休園日のお知らせ
※緑花センター「平成20年度催しと教室のご案内」パンフレットは、岩出市の各公共施設にも置いています。
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岩
出
に
も
、
古
く
か
ら
伝
わ

る
民
話
が
あ
る
の
を
ご
存
知

で
す
か
？

　

昭
和
55
年
に
、
岩
出
町
は
岩

出
に
残
る
民
話
が
途
絶
え
て

し
ま
う
の
を
憂
い
、
後
世
に
民

話
の
伝
説
を
伝
え
よ
う
と
、

「
岩
出
町
民
話
」
を
発
刊
い
た

し
ま
し
た
。

　

お
話
の
中
に
は
、
身
近
な
地

名
や
岩
出
の
方
言
が
出
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
岩
出
の
民

話
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

弘
法
大
師
と
つ
え

　

〜「
岩
出
町
民
話
」か
ら
〜

　

栄
福
寺
（
岩
出
町
湯
窪
）
に
、

二
株
の
「
イ
ブ
キ
ビ
ヤ
ク
シ

ン
」、（
樹
齢
三
百
年
以
上
、
県

指
定
天
然
記
念
物
）、
が
あ
る
。

　

弘
法
大
師
が
こ
の
地
に
留

り
ゅ
う

錫し
ゃ
く
（
僧
の
修
行
の
途
中
）
し
た

時
の
出
来
事
で
あ
る
。
夕
日
を

背
に
と
ぼ
と
ぼ
と
、
よ
れ
よ
れ

の
衣
を
ま
と
っ
た
僧
が
湯
窪

の
村
に
入
っ
て
来
た
。
い
か
に

も
長
い
旅
の
疲
れ
か
、
歩
く
足

ど
り
も
重
い
、
や
が
て
村
の
中

ほ
ど
に
あ
る
栄
福
寺
の
前
に

立
ち
ど
ま
り
、
持
っ
て
い
た
杖

を
庭
の
す
み
に
立
て
、
僧
の
目

的
で
あ
る
留

り
ゅ
う
し
ゃ
く
錫
の
た
め
に
此

の
寺
に
落
着
く
こ
と
に
な
っ

た
。

　

そ
れ
か
ら
二
、三
日
過
ぎ
た

或
る
朝
、
寺
の
庭
の
方
で
村
人

が
黒
山
に
な
っ
て
何
事
か
、
が

や
が
や
と
騒
い
で
い
る
。

村
人
一
「
こ
れ
は
、
た
ま
げ
た

杖
か
ら
芽
が
出
て
い
る
」、

村
人
二
「
こ
の
杖
は
二
、三
日

前
に
此
の
寺
に
こ
ら
れ
た

お
坊
さ
ん
の
だ
」、

村
人
三
「
さ
ど
か
し
立
派
な
お

坊
さ
ん
に
ち
が
い
な
い
」、

と
わ
い
わ
い
、
か
っ
て
な
話
を

し
て
い
る
。
そ
の
杖
は
こ
の
間

の
僧
の
杖
で
、
不
思
議
な
こ
と

に
芽
が
出
て
、
一
日
一
日
大
き

く
成
長
し
て
ゆ
く
、
村
人
が
大

変
驚
く
と
同
時
に
、
僧
を
敬

い
、
教
え
を
願
っ
た
。

　

や
が
て
、
栄
福
寺
を
去
る
日

が
来
た
。
村
人
が
別
れ
を
お
し

み
僧
に
住
居
を
た
ず
ね
る
と
、

「
こ
の
イ
ブ
キ
ビ
ヤ
ク
シ
ン
の

木
の
枝
の
向
か
う
方
へ
来
る

よ
う
に
」、
と
云
っ
て
立
ち

去
っ
た
。

「
イ
ブ
キ
ビ
ヤ
ク
シ
ン
」
の
木

の
枝
を
見
る
と
、
枝
の
先
が
東

（
高
野
山
の
方
面
）
へ
延
び
て

い
た
こ
と
も
不
思
議
で
あ
っ

た
。
や
が
て
村
人
は
そ
の
僧
が

弘
法
大
師
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、「
イ
ブ
キ
ビ
ヤ
ク
シ
ン
」を

弘
法
大
師
と
思
い
大
切
に
し
、

今
も
な
お
成
長
し
つ
づ
け
て

い
る
。

岩
出
に
伝
わ
る
ふ
る
さ
と
の
民
話 

⑤

迷
う
こ
と
な
か
っ
た
道
に
感
謝
す
る　
　
　
　
　
　

藤
井　

幸
子

金
婚
式
丸
い
家
族
の
中
に
い
る　
　
　
　
　
　
　
　

村
中　

悦
男

そ
ん
な
訳
な
い
と
言
い
つ
つ
ふ
と
揺
ら
ぐ　
　
　
　

目
取
真
ち
か

言
い
訳
を
す
る
く
ら
い
な
ら
詫
び
る
な
よ　
　
　
　

山
崎　
　

稔

温
暖
化
と
う
も
ろ
こ
し
が
腕
ま
く
り　
　
　
　
　
　

湯
川　

夕
陽

生
き
る
の
に
カ
ー
ド
ば
か
り
が
増
え
て
ゆ
く　
　
　

湯
峯　

保
子

チ
ャ
イ
ナ
ー
の
文
字
に
お
客
は
買
い
渋
り　
　
　
　

和
田　

良
一

悲
惨
さ
も
売
り
の
お
笑
い
界
の
人　
　
　
　
　
　
　

榎
本　

風
花

穏
や
か
な
日
は
煩
悩
も
眠
り
こ
け　
　
　
　
　
　
　

小
倉　

ア
サ

ハ
ニ
カ
ミ
や
ハ
ン
カ
チ
で
な
く
普
通
の
息
子　
　
　

小
谷　
　

啓

展
望
が
開
け
る
街
を
望
む
日
　々
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

政
治

良
い
ニ
ュ
ー
ス
も
っ
と
大
き
く
書
け
ば
良
い　
　
　

鳥
羽　

正
義

仲
間
入
り
出
来
て
世
間
が
広
く
見
え　
　
　
　
　
　

福
田　
　

斌

会
釈
し
た
も
の
の
名
前
が
出
て
こ
な
い　
　
　
　
　

福
田　

武
幸

川
柳
岩
出
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図書館の資料を借りるときは、借りたい資料と
利用カードをカウンターにお持ちください。

◇雑誌も各種取り揃えています。最新号は貸出
できませんが、バックナンバーは貸出できま
すので、ぜひご利用ください。

図書館を使いこなそう②
～貸出編～

場 所 岩出図書館  おはなし室

4日•11日

「おはなしドロップス」
　18日･25日

「おはなしのとびら」

おはなし会

13時30分～

5月の
毎週日曜日に

、

　　おはなし
会開催!!



挑戦しよう！
図書館クイズ

～図書館にある本や資料をさがして、
　　　　　クイズの答えをみつけよう！～

図書館DVD上映会
こどもの読書週間

日　時：５月３日㈷  午前10時30分～
場　所：岩出図書館  大会議室
※入場は無料です（先着100名）
※親子で鑑賞できるなかよし室有り（席数に限りがあります）

●ぼくははちぞう（32分）
●ダヤンのふしぎなぼうけん②
　　　　　　わちふぃーるど物語（32分）

「図書館を使いこなそう」第2回目は、
「貸出編」です。

◆図書と紙芝居はおひとり
　５冊まで２週間借りられます。

◆複製画はおひとり
　１点１ヶ月借りられます。

◆DVD、CD、ビデオ、
　カセットテープはおひとり
　3点まで1週間借りられます。

日　時‥5月5日㈷　午後2時～
場　所‥岩出図書館　小会議室
対　象‥小学3～6年生
定　員‥20名
申　込‥岩出図書館カウンターに直接申し込みいただく

か、電話（62-7222）で申込みください。定員
になり次第、締め切らせていただきます。

図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

印は休館日です。☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

5月のカレンダー

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。

　　　　　開館時間：岩出図書館　10:00 ～ 19:00
　　　　　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室：10:00 ～ 18:30

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

読書読書
だぁー

いすき
!!

だぁー
いすき

!!



タイトル／根来の春
コメント／春は根来の山桜 !!

タイトル／無題
コメント／いろんな虫たちがいて、いろんな
音が聞こえてくるよ。田植えの時はカエル・
アメンボ・ナエキンギョなどが出てくる。カ
エルの大合唱がはじまるよ。稲刈りの時はト
ンボがたくさん目の前をとんでいく。夜はコ
オロギなどがなきだすよ。

第二回岩出市文化祭における「わたしの好きな岩出市」写真コンテストの表彰式を３月１日㈯に開催いたしました。

文化祭で皆様に投票をしていただき、得票数の多い順に選出しています。

ご応募いただいた作品は、岩出市のPRを行う中で今後活用していければと考えています。

岩出まちづくり協議会会長　大前高志

タイトル／岩出祭り
コメント／大輪の花火がとてもきれいだったから

「入賞作品」
•伊藤　謙太さん　タイトル　岩出の夏の暑い日
•谷澤　優香さん　タイトル　花火
•名越　柚稀さん　タイトル　岩出祭りの花火
•岩谷　夏帆さん　タイトル　ノコギリクワガタ
•辰巳　真悠さん　タイトル　わたしたちのたから物

主催：岩出まちづくり協議会
後援：岩出市・岩出市教育委員会・
　　　岩出市商工会・岩出市観光協会

受賞された皆様は以下のとおりです。

「最優秀作品」
上野　登紀郎さん

一 般 の 部 「最優秀作品」
安村　　隼さん

小中学生の部

「優秀作品」
勝谷　好博さん

「わたしの好きな岩出市」
写真コンテストの結果発表

たくさんのご応募

ありがとうございま
した。

広
報
い
わ
で　

編
集
・
発
行　

岩
出
市
役
所　

市
長
公
室
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し
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ま
す
。

市の人口と世帯（平成 20年 3月末日現在）　総人口 51,991 人　男 25,095 人　女 26,896 人　世帯数 19,741


